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500mメッシュ海底地形
カラー陰影図・青赤メガネで見る立体カラー陰影図

地質調査所　海洋地質部海洋地質研究室　岸本清行

＜使用したデータの説明＞
海上保安庁水路部から公開された「日本周辺海域の500mメッ

シュ海底地形データファイル」（浅田・沖野，1998）は，これま
でに集積された日本周辺海域の水深データをコンパイルし，その
品質を保ちつつ，空間密度も落とさずに日本周辺海域をできるだ
け大きく被覆しようとした非常に有用なデータベースである．当
該データベースの作成と公開に尽力された方々に感謝したい．
このデータベースは名前からもわかるように，空間密度が約

500mでサンプリングされ編集されたテキスト（識別記号，緯度，
経度，水深）形式のランダムファイルである．識別記号は，その
データ点が実際の測深記録から得られたものか，内挿によって計
算されたものかを区別するためについている．今回表紙に用いた
地形画像を作成するために，まず，上記の海底地形データと国土
地理院発行の陸上DEM（Digital Elevation Model）を編集して，
緯度・経度方向に等間隔の2次元グリッドデータ（水深値または
標高値）を計算して，海陸を合わせたDEMを作成した．グリッ
ドデータを作成するにあたっては，ハワイ大学で開発され，無料
で公開されているデータ図化ソフトウエアパッケージである
GMT（Wessel and Smith, 1995およびSmith and Wessel, 1990）
を用いた．最終的なDEMは，netCDF形式と呼ばれる（バイナ
リーの配列データに，データの諸元を示すヘッダー情報が付加さ
れた）ファイル形式で保存した．グリッド化に際して，1点のデ
ータが代表する最小の空間サイズ（空間を何等分するかによって
決まる大きさ）を3種類選んで計算した．つまり，以下の3種類
の（計算上の）空間分解能をもつファイルを作成した；グリッド
サイズ（緯度，経度）＝（30″×45″），（15″×22.5″），（7.5″×
11.25″）．これらのグリッドサイズの平均的な空間の大きさが，
それぞれ約1km，500m，250mなので，作成したファイル名を，
順に，Japan 1km.grd，Japan 500m.grd，Japan 250m.grdとした．

＜カラー画像の説明＞
表紙に示したカラー画像は2種類あり，（1）カラー陰影図と（2）青

赤メガネで見る立体カラー陰影図である．（1）は学校の地図帳など

表紙紹介 でよく用いられる方法で，例えば，標高に合わせて，緑―＞黄
―＞褐色―＞赤などの色づけをし，水深に合わせて，淡色―＞水
色―＞青―＞紫などの色を割り当て，それに地形効果によって予
想される，光線による仮想的な陰影を重ねて表現した画像である
（英語では，color shaded relief imageなどと呼ぶ）．（2）は，青赤メ
ガネを使うことによって三次元的に見えるように作った，いわゆ
る補色分解画像である．作り方は，次のように考えると分かりや
すいかもしれない．（1）の画像は，高さに応じて彩色した3次元的
な地形を，真上から平行透視して，平面図に表したものである．
2枚の航空写真を使って立体視できる原理を用いれば，（1）の画像
と視線（透視軸）の異なるもう1枚の画像を作成すればよいこと
がわかる．（1）の画像と，地形データがあるので，任意の方向から
透視した画像は作成可能である．次に，例えば青赤メガネを通し
て見たときに，上記の画像のそれぞれが主として左目か右目に強
調されて見えるように，2つの画像を合成すればよい．厳密さを
欠くことを恐れずにいえば，2つのカラー画像を作成したあと，
それぞれの画像を赤または青のフィルターを通してから，重ね合
わせることによって（2）の画像が得られる．なお，航空写真を立体
視する器具がある場合は，上記の2つの画像合成の必要はなく，
それぞれ単独に出力すればよい．

＜青赤メガネの作成＞
立体カラー陰影画像は，右目に青，左目に赤のメガネをつけて

見たときに，正しく凹凸が見えるようになっている（メガネを逆
にかければ，高低も逆のセンスになる）．手近に出来あいの青赤
メガネが無い方は，文房具店に売っている，5色1組のセロハン
を使えば簡単に作成できる．経験的には，この種の画像を見ると
きは，メガネの色はあまり濃くないほうが目が疲れない．使って
ないスライドのマウント2枚があれば，それらの内側になる側同
士を，凹凸を併せて組み合わせ，ふたつの窓のそれぞれに青赤の
セロファンを挟んでやると，簡単に青赤メガネができる．

文　　献

浅田　昭・沖野郷子，1998，日本周辺海域の500mメッシュ海底地形
データファイルの作成．海洋調査技術学会研究成果発表会講演
要旨，15_16.

Smith, W.H.F. and Wessel, P., 1990, Gridding with continuous curva-
turesplines in tension. Geophysics, 55, 293_305.

Wessel, P. and Smith, W. H. F., 1995, New version of the Generic
Mapping Tools released. EOS Trans. AGU, 76, 329.

立体視用眼鏡の作り方
表紙画像を立体視するには，下図のような眼鏡を作って下さい．

左目

赤セロファン紙

右目

青セロファン紙

ボール紙（厚紙）
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選　挙　委　員　会　報　告
日本地質学会2000年度役員選挙の結果報告

標記選挙の投票を選挙細則に基づいて3月4日（土）に開票いたしました．その結果をご報告いたします．

記
内訳

有権者総数 5,100 名 有効投票 1,700 通
投票用紙発送数 5,046 名 白票 5 通
投票総数 1,722 通 無効投票 17 通　　

≪大学≫
田　崎　和　江 881
公　文　富士夫 819
渡　邊　暉　夫 754
≪民間≫
荒　戸　裕　之 799
足　立　勝　治 737
柴　u 直　明 735
≪官公庁≫
徳　橋　秀　一 788
赤　羽　久　忠 749
久　保　和　也 595
≪教員≫
佐　瀬　和　義 681
斉　藤　尚　人 667
別　所　孝　範 625

2000年度日本地質学会役員当選者

会　長　小　松　正　幸 1,416
副会長　平　　　朝　彦 1,331

徳　岡　隆　夫 1,306

≪院生≫
廣　野　哲　朗 395
≪得票順当選者≫
木　村　　　学 740
磯　u 行　雄 732
新　妻　信　明 731
板　谷　徹　丸 717
井　内　美　郎 699
高　橋　正　樹 697
高　安　克　己 694
佐々木　和　彦 675
高　須　　　晃 672
菊　地　隆　男 658
鳥　海　光　弘 650
伊　藤　谷　生 644

≪次点以下≫
吉　田　武　義 639
永　広　昌　之 622
柴　　　正　博 614
鎌　田　浩　毅 610
久保田　喜　裕 599
角　田　史　雄 595
榊　原　正　幸 581
香　村　一　夫 555
石　塚　英　男 518 
榎　並　正　樹 511
益　田　晴　恵 501
平　田　大　二 485
藤　岡　換太郎 479

評でした．第2作は環境地質研究委員会編集の地質汚染のリー
フレットです．ご希望の方は以下の要領でお申し込み下さい．

配布方法：会員は一部200円，非会員の方には，一部300円と
させていただきます．
申込み方法：学会事務局あて，必要部数を記入し，返信封筒

（宛名を書き，郵送料分の切手貼付のこと）を入れてお申し
込み下さい．なお，サイズが横15cm×縦21cm，重さが1部
25gですので，一部郵送につきましては，以下のようにお願
いいたします．
・定形封筒の場合：90円切手貼付．ただし，二つ折にしての
郵送となります．
・定形外（15×21cm以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

一部以上の場合，部数×200円の代金と下記の郵送料を合
わせて，切手でお送り下さい．（例，郵送料3部まで160円，
8部まで270円，17部まで390円，20部まで580円）．20部以
上の送付希望の方は，事務局までお問い合わせ下さい．

☆リーフレットシリーズ

『大地のいたみを感じよう―地質汚染 Geo_Pollutions』

『大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―』

1995年発行したシリーズ第1
作「大地の動きを知ろう―地
震・活断層・地震災害―」は，
A2判裏表にカラー印刷という
スタイルが，ハンディーで，さ
らにポスターにもなることで好
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昨年9月15日より10月11日まで，日本
地質学会第106年学術大会に併せて，名古
屋市科学館において標記イベントを開催し
ました．この地質情報展は1997年に福岡
市少年科学文化会館で104年学術大会（福
岡）に関連して行い，一昨年は松本での
105年学術大会と同会場で行い，今回が3
回目となりました．本年もこれまでと同
様，地質調査所・会場を所有する機関・日
本地質学会の三者共催という形で行われま
した．

地質情報展は，地質学の分野の研究成
果をもっと社会一般の方に知ってもらいた
いという趣旨で始められました．その根底
には，地学の分野が学校で教えられなくな
って来ていることに象徴されるように，地
質学が一般にますます認知され難くなって
きているのではないかという危機感があり
ます．認知度が低ければ，当然ながら社会
的な地位はますます低くなり，研究資金を
得るのは困難になります．地質学会の会員
の中には，実利的に役に立たない学問だか
ら衰退しても仕方がないという意見を述べ
る方がいらっしゃるのは承知しています．
しかし，研究には，実利に寄与するいわば
工学的な研究と，真理を追求していく理学

的な研究があります．前者は社会的に役に
立ったときに，社会から相応の評価をされ
ます．後者の場合は社会の知識として，
「そんなおもしろいことがわかった」と認
知されたときに評価を受けます．どちらに
しても，研究に資金を出してくれる方（税
金で行われている場合はこと納税者）に納
得してもらうだけの情報の発信は不可欠で
す．地質学が実学として，またアカデミッ
クにも重要だということを，この地質情報
展で一般の方に訴えたいと考えました．た
だ，個々の研究者としては，新しいことが
わかったらなるべく多くの人に知ってほし
いというあたりまえの感覚を大事にしたい
とも考えました．
これまで，そういった場を地質学会とし

て主体的にどれだけ設けてきたか，と問わ
れると市民講演会程度にとどまり，とても
充分とはいえません．ただ地質学そのもの
が鉱産資源と結びついて実利があった時代
には，地質学は実利的な社会貢献をしまし
たが，鉱産資源が徐々に衰退していくにつ
れて，別の社会貢献を考えなければならな
いときに，地質学会は一般社会とのコンタ
クトを無意識的に避けてきたのではないで
しょうか．聞き及ぶところでは，化学系の
学会では，公害問題が発生したころから，
一般市民が集まりやすいところで盛んに一
般社会に説明をして認知してもらう場を設
けたようです．
しかし，これまで普及行事を組織的に行

ってこなかったのは，意欲だけでなく人的，
予算的な制約の問題もありました．企業か
らの寄付が受けにくい学会の体制にも問題
はありましたが，大きな業界がバックにな
いということもあります．このため，今回
も含めて，これまで地質調査所が人的・予
算的に中心になって行ってきました．今回
は地質学会準備委員会も市民講演会のほか
に市民巡検を開催し，全体として普及行事
が整ってきました．ここでは中部地質情報
展の概要を紹介し，本年10月の山陰地質
情報展につなげていきたいと思います．

中部地質情報展は9月15日～10月11
日の期間，名古屋市科学館にて，地質調査
所・同館・日本地質学会の主催，愛知・岐
阜・三重の各県教育委員会とNHK名古屋
放送局の後援で行われました．名古屋市科
学館は名古屋の真ん真ん中にあり，中部地
方の自然科学系博物館の中心に位置づけら
れる同館で行えたのは幸運でした．会場運
営は，地質調査所と名古屋市科学館を中心
に，出展自然史系博物館，名古屋大学など

により行われました．予算上の問題と，研
究者自身による一般社会への情報発信とい
う趣旨で，レンタルパネルの設営以外は，
すべて手作りで行われました．地質調査所
ではA0サイズの用紙を出力できるプリン
ターがフル稼働で展示物を作成しました．
タイトルの「20億年のタイムトラベル」
は，美濃帯堆積岩コンプレックス中に20
億年前にできた日本最古の岩石（片麻岩）
を含む上麻生礫岩があることらちなんで命
名しました．
今回の展示は名古屋市科学館の特別展の

形態をとったため，9月15日から10月7日
まで，名古屋市科学館天文館1階のスペー
スで展示だけのいわばプレ情報展を行いま
した．地質学会開催期間と重なる10月9日
～11日には天文館1階に加えて，理工館1
階および理工館と天文館との間のスペース
を用いて会場を3倍以上の広さに拡張し，
体験ブースを数多く新設し，本来の形式の
地質情報展を行いました．この際には主に
若手研究者が展示ブースでの解説や体験ブ
ースでの指導にあたりました．この3日間
だけで，2,500人を超える人々が会場に足
を運んでくださり，大盛況となりました．
内訳は，地質学会会員2.2％，一般49.8％，
大学生2.5％，高校生2.2％，中学生1.5%，
小学生32.6％，小学生未満9.2％でした
（一昨年の福岡が1日限りで来場者数が500
人強，昨年の松本での来場者は2日間で
1,162人）．

報告
中部地質情報展

20億年のタイムトラベル

斎藤　眞・湯浅真人

地質調査所　産学官連携推進センター

10月9日，本展開会式で挨拶をする小松
正幸地質学会会長．

会場風景：顕微鏡観察コーナー．
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展示内容は中部地方とその周辺地域にテ
ーマを絞って，来場者に土地勘があって親
しみやすいものを45テーマ用意しました．
主に10月9～11日の本展で開設した体験
ブースでは，化石のレプリカ作りや堆積作
用の実験など，自分で手を動かしてやって
みる内容のものを12ブース用意しました．
来場者には，中部地方の地史のパンフレッ
ト（中部地方20億年の記録）を配布しま
した．また，本展では会場内に展示物に即
したクイズを12問用意し，クイズを順に
解いていくと会場が一周できるように配置
しました．クイズを全問回答した方には記
念品として「日本列島の地質図」下敷きを
進呈しました．
プレ展示は9月13～14日にすべて自前

で設営を行い，9月15日に天文館1階のス
ペースで静かなスタートを切りました．10
月2～3日の「青少年の科学の祭典」時も
そのまま乗り切り，10月7日まで展示され
ました．
10月9日からの本来の地質情報展を立ち

上げるべく，10月7日早朝にトラックに荷
物を満載してつくばの地質調査所を出発
し，7日午後から新たなスペースとなる理
工館1階の準備を行いました．7日にはレ
ンタルパネルの設営も業者によって完了し
ました．夕方には天文館から理工館への展
示物の移動を行いました．10月8日は天文
館の展示も休み，設営を行いました．
10月9日は9時から地質調査所，名古屋

市科学館，日本地質学会の関係者と来賓の
方々の出席で，開会式が行われました．加
藤碵一地質調査所次長（所長代理），小松
正幸地質学会会長の挨拶の後，地質調査所
から名古屋市科学館へ，中部地方の地質図
等の寄贈が行われました．これによって名
古屋周辺の方々は名古屋市科学館に行け
ば，地質調査所の地質図類が閲覧できるこ
とになりました．樋口敬二名古屋市科学館
館長の返礼のご挨拶の後，テープカットが
行われ，本展の開会となりました．
10月9日～11日は天候に恵まれ，家族

連れの来場者が目立ちました．10月9日に
は名古屋市科学館で行われた日本地質学会
市民講演会の出席者の来場が多くありまし
た．また，同日は日本地質学会年会がシン
ポジウムだけであったことから，学会会員
の来場もありました
展示では，特に日本最古の石，日本最古
の地層や活断層のはぎ取り標本，濃尾平野
のでき方，陶土から産出した巨大な水晶
（中村ほか，1997）の展示などにも注目が
集まりました．また，自分の家がどんな地

質の上に立っているのかがわかる地質図の
展示にも人が集まりました．
体験コーナーでは，化石のレプリカ作り

や木曽三川の砂を顕微鏡で見るブース，岩
石を割ってみるブースや堆積実験のブース
に人気が集まりました．これらの実習には
専門家ないし大学院生の指導員がつき，来
場者にマンツーマンに近い形をとりまし
た．その結果充分に満足して帰っていただ
けたと思います．
展示，体験ともに感じられたことは，会

場内クイズのヒントを与えることなどのき
っかけを作って，来場者の方と専門家が
「お話をする」と，来場者の方にとても満
足していただけることがわかりました．地
質情報展の趣旨がまさに研究者が一般大衆
の中に飛び込んで普及を図るということで
すから，その趣旨の重要性を改めて認識で
きました．また，お年を召した方が「この
年になるまでこんなおもしろいことがあっ
たとは知らなかった」と熱心に顕微鏡を覗
いていらっしゃるのも印象的でした．
一方，主催者側としてぜひ見に来ていた

だきたいと思っていた，学校の先生の来場
は余り多くなく，教材用のポスターがほし
いという方も限られました．理科の科目の
中で地学が軽視されているのか，それとも
たいへん忙しいのか‥，宣伝の最も重要な
ターゲットであった学校の先生方には効果
が行き届かず，やや残念でした．
地質図類や地質関連の書籍の販売は，プ

レ展示では，科学館内の販売店に委託し，
本展では地質情報展会場内に販売ブースを
設置して行いました．主催者側としては，
お金を払ってこれら情報を求める方の数
が，当イベントへの関心度のバロメーター
と考えていました．10月9日は地質学会会
員や地質学会市民講演会の参加者の地質図
などへの関心が高く，昨年を上回る好調な
売れ行きでしたが，10月10～11日には売
れ行きが伸び悩みました．

次回に向けて，今後のための反省点を
あえて記すとすれば，以下のことが挙げら
れます．
（1）私たちがぜひ来ていただきたいと考

えて宣伝を行ったのにも関わらず，
学校の先生，学生の来場者が少なく，
効果は今一歩であったこと．

（2）手作りが故に展示物の難易にばらつ
きが見られるなど，想定した来場者
に合わせた展示作りという点で制作
者の不手際に改善すべき点があった
こと．

（3）会場では，研究者が来場者の方に親
しみやすく接して展示解説などの話
をすることが期待されましたが，各
研究者の個性のためか行き届かなか
った面があったこと．

次の日本地質学会年会は島根県松江市で
2000年9月29日～10月1日に行われます．
この機会を地質学普及の絶好の機会ととら
えて，同様のイベントを松江市中心部
（JR松江駅前，松江テルサを予定）でやれ
るよう準備を始めております．山陰地方の
地質情報をお持ちの方のご協力をぜひお願
いいたします．
なお中部地質情報展の展示物のうち，地

質調査所の制作した展示物については，貸
し出せるよう準備を進めています．ご希望
の方は，地質調査所広報係（電話： 0298_

61_3520）までご連絡ください．
（写真提供は地質調査所総務部広報係）

文　　献
中村勝博・溝田智俊・久保健一・ Kev in
Faure・Nanshi Zeng，1997，河成層の
基底部にみられる石英巨晶．地質雑，
103，12，口絵，XXXVII_XXXVIII．

会場風景：ポスター展示とクイズに挑戦
する親子．
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立山カルデラ砂防博物館は，富山県南東
部，中部山岳国立公園の西端に位置し，日
本有数の山岳観光地「立山黒部アルペンル
ート」の富山県側入口，富山地方鉄道立山
駅前にあります．博物館の背後には立山火
山からの噴出物によって形成された高さ
500mの弥陀ヶ原火砕流台地が迫り，この
台地から流れ落ちる落差日本一，350mの
「称名の滝」が近くにあります．
博物館横を流れる常願寺川は，日本有数

の暴れ川として有名な急流河川で，上流に
は日本三大崩壊地の一つ「立山カルデラ」
があります．立山カルデラは東西6.5 km，
南北4.5 km，約23 km2の広大な凹地で，
従来，立山火山の大規模な噴火後，陥没し
てできたカルデラと考えられてきました．
しかし，近年，富山大学　小林武彦氏，地
質調査所　中野　俊氏による調査の結果，
常願寺川の侵食によって形成された侵食カ

ルデラと考えられています．
カルデラ内の各所から湧き出す熱水によ

って著しく変質した岩石は，大雨が降ると
土石流となって谷底に崩れ落ちます．また，
カルデラ中央を走る跡津川断層は千数百年
間隔で地震を起こし，稜線の山を崩してき
ました．1858年に発生した安政の飛越地
震（M7.1）では稜線の大鳶山・小鳶山が
崩れ，一説では約4.1億m3の土砂が谷底に
崩れ落ち，常願寺川を堰き止めました．堰
き止め湖は後日決壊し，大洪水となって下
流の富山平野を襲い，富山県史上最悪の災
害を引き起こしました．カルデラから流れ
出す大量の土砂によって天井川となった常
願寺川は，毎年のように洪水が発生するよ
うになり，川を治めるために明治39年か
ら大規模な砂防工事がカルデラ内で行われ
てきました．
立山カルデラの自然と，常願寺川の災害

並びにカルデラ内で行われてきた砂防事業
を紹介するために，富山県は建設省立山砂
防工事事務所と共同で，平成10年6月，博
物館を開館しました．自然と砂防をテーマ
にした博物館は世界にも例がなく，現地で
の体験学習を重視するユニークな博物館で
す．
当館は総合博物館で，総務課，学芸課

（地学1名・生物1名・雪氷1名・歴史1
名・土木1名・自然一般1名），砂防情報課
（土木2名）からなります．建物は富山県
と建設省がそれぞれ建設した2棟からな
り，渡り廊下で結ばれて一体的に運営して
います．

■常設展・大型映像ホール
常設展は，立山黒部アルペンルートや常

願寺川流域の見所や天候に関する情報を提
供する「ガイダンスコーナー」，立山カル
デラの自然と常願寺川の災害並びに治水の
歴史を紹介する「立山カルデラ展示室」，
土砂災害の恐ろしさと立山で行われてきた
砂防事業を紹介する「SABO展示室」から
なります．カルデラ展示室の入口には，直
径13m，3階吹き抜けの大型ジオラマがあ
り，カルデラ内から見た崩壊地の風景を疑
似体験できます．地学コーナーには，「立
山カルデラの地質」や「生きている大地」
の展示があり，展示資料として岩石標本，
柱状節理等の立体写真，立山周辺の立体地
図があります．特に，お湯の池“新湯”か
ら明治時代に産出した透明で丸い魚卵状オ
パール“玉滴石”の標本は大変珍しく貴重
なものです．

自然と砂防をテーマとした日本初の博物館

立山カルデラ砂防博物館
Tateyama Caldera Sabo  Museum

学芸課長　山本　茂

博物館全景

大型地形ジオラマ

魚卵状オパール「玉滴石」

博物館紹介◯30
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大型映像ホールでは，立山カルデラ内の
自然をハイビジョン立体映像で320インチ
の大画面一杯に映し出し，カルデラを映像
で体験できます．

■企画展・特別展
企画展は年2回行っています．1回は学

芸員または館の研究成果に基づいて立山カ
ルデラの自然や歴史に関するテーマで開催
し，残り1回は治水・砂防等に関するテー
マで開催しています．平成11年度は「立
山に産する玉滴石―オパールの世界―」と
「崩れ―幸田文が訪れた日本の大崩壊地」
を開催しました．
企画展の他に6月の土砂災害防止月間に
合わせてパネル展や自然をテーマにした写
真展を行っています．

■立山カルデラ体験学習会
当館では，建設省立山砂防工事事務所の

協力を得て，立山カルデラの自然とそこで
行われている砂防事業を現地で体験する学

習会を行っています．実施期間はカルデラ
に雪が消える7月～10月の毎週2回，計31
回，天気の良い日に限って実施します．事
前に募集した参加者は砂防工事用トロッコ
又はバスでカルデラまで移動し，野外解説
ボランティアの説明を聞きながら一日かけ
て廻ります．途中，跡津川断層の大露頭，
大崩壊地「立山鳶崩れ」，土石流の跡，旧
立山温泉泉源，高さ63mの白岩砂防ダム
等を見学します．今年は夏の天候に恵まれ，
22回実施し，833名参加しました．

※応募方法
・応募資格：当館を事前に見学された方
・小学3年生以上の健康で歩行が可能な方
・申込み方法：募集要項についた専用葉書
に参加希望日と参加人数を記入し，実施
日の1ケ月前までに郵送か博物館受付で
申込みます．
・募集定員：40名．個人は4名まで，団体
（6回実施）は40名まで申込み可能
・参加者決定：抽選で決定
・参加者負担金：大人1,700円（保険代等）

■調査研究活動
研究テーマは，立山カルデラ周辺地域の

自然と常願寺川を中心とする災害並びに治
水・砂防の歴史です．地学分野では，立山
並びに立山カルデラがどのように形成され
たのか，鳶崩れ等の崩壊地はなぜ崩れるの
か等をテーマに調査を進めています．地形
が険しく地学スタッフも少ないため，研究
機関等の指導や協力を得て調査に取りかか
ったところです．
また，立山地域は日本有数の豪雪地帯で

本州における雪の研究の適地であるため，
雪氷担当の学芸員は降積雪状況や雪氷地形
等を調査しています．
開館2年目とまだ日が浅いため，立山カ

ルデラの調査研究はこれから本格的に進め
る計画です．

■教育普及活動
映像ホールを使って講演会を開催してい

ます．特に名誉館長でNHK解説委員の伊
藤和明氏には年4回，当館内で自然災害や
地球に関する講演をいただいています．
体験学習会とは別に立山の自然や歴史を
学ぶフィルドウォッチングを年6回開催し
ています．本年度は立山弥陀ヶ原の自然，
常願寺川の災害史跡巡り，利水施設，立山
の雪等をテーマに6回開催しました．
また，「開かれた博物館」をめざし，年

4回の博物館ニュース，ホームページの開

設等で博物館行事やニュースを紹介してい
ます．

＜利用案内＞
開館時間：午前9時30分～午後5時（入館は

4時30分まで），7/20～8/31の間
は午前8時30分開館

休 館 日：月曜日（祝日の時はその翌日），
祝日の翌日，年末年始（12/28～
1/4)，薫蒸による休館（2/1～4）

観 覧 料：一般400円（320円），高校・大学
生320円（200円），小・中学生
200円（120円）※（ ）内は20
名以上

交　　通：富山地方鉄道立山駅から徒歩1分
北陸自動車道立山ICから車で40分

所 在 地：〒930_1405
富山県立山町芦峅寺字ブナ坂68

電　　話：076_481_1160 Fax 482_9100
E-mail ：info.tatecal.or.jp
ホームページ：http://www.tatecal.or.jp/
index.html

立山カルデラ全景

立山カルデラ体験学習会

跡津川断層露頭

立山・弥陀ヶ原にて（フィルドウォッチング）



群馬県立自然史博物館
第10回企画展
「ちびっこ恐竜来る」
会　期：平成12年3月11日（土）から5月

14日（日）まで
会　場：群馬県立自然史博物館　企画展示室
〒370_2345 群馬県富岡市上黒岩1674_1
電話 0274_60_1200 Fax 0274_60_1250
ホームページ　http://www.gmnh.pref.
gunma.jp
開館時間：午前9時30分から午後5時まで
（ただし，入館は午後4時30分まで）
会期中の休館日：毎週月曜日（ただし3月20
日は開館し，翌21日が休館となります）
観覧料：大人￥600（￥480），高校・大学生
￥300（￥240），小・中学生￥100（￥80）
この料金には常設展観覧料も含みます．
カッコ内は20名以上の団体料金です．
幼児ならびに65歳以上は無料です．
4月1日からは，小・中学生も無料となり
ます．
交　通：
1． 上信電鉄上州富岡駅前から乗り合いタ
クシー黒岩線に乗り「総合公園」下車，
徒歩1分．上信電鉄上州七日市駅または上
州一ノ宮駅から徒歩25分
2． 上信越自動車道富岡インター，下仁田
インターから15分

展示趣旨：

群馬県立自然史博物館の常設展示の目玉の
一つが大人のカマラサウルスの全身骨格で
す．これはアメリカ・ワイオミング州にある
ボーンキャビン化石採掘場のそばから発見さ
れたものです．この採掘場は，今世紀初頭に
アメリカ自然史博物館が大規模な発掘を行っ
た場所で，当館の化石は，ここの再調査によ
って見つかったものです．このカマラサウル
スは，全身骨格が組み立てられている中では
世界でただ一つのメスのものであり，その全
長は約15メートルあります．
こうした大型恐竜がいた一方，大人になっ

てもせいぜい2～3メートルほどの小型恐竜
がいたことも明らかです．そして恐竜も生物
である以上，卵からふ化して大人になってい
きました．つまり，体の小さかったこどもの
段階があったこともまぎれのない事実です．
しかし，恐竜のこども（幼体）の化石は大人
のものにくらべるときわめて少なく，恐竜の
繁殖や成長について私たちが知っていること
はごくわずかです．
3月11日から開催される企画展「ちびっこ

恐竜来る」では，新たに発見されたカマラサ
ウルスの幼体化石（＝ちびっこ恐竜）を初公
開する事になりました．この化石は，先ほど
の大人のカマラサウルスのそばで見つかった

もので，体長約5.5m（大人は15m），腰での
高さが1.5m（大人は4.5m）で，大人の約3
分の1の大きさです．
アメリカのカーネギー自然史博物館には，

有名なカマラサウルスの幼体化石がありま
す．これは死後硬直によって，脊中を後ろに
反らせたまま化石化し，その状態で保管され
ています．しかし今回公開する新しい標本で
は，骨化石を岩石から取り出し，それを世界
で初めて3次元的に全身骨格を復元しまし
た．
この企画展では，このカマラサウルスをは

じめ，今までに見つかっている恐竜の幼体，
胚，卵の化石，ちびっこ恐竜と同じ時代にい
た様々な恐竜たち，同じ地層から見つかった
ワニ類の全身骨格などを展示し，ちびっこ恐
竜のいたジュラ紀後期の様子，様々な恐竜た
ちの繁殖や成長について紹介します．また恐
竜の卵と関連して，私たちの生活にもなじみ
深い生命のシステムである「卵」についても，
実物やレプリカなどで紹介していきます．
展示構成：

1 みんなが描いた「恐竜の絵」大公開
企画展開催に合わせ，こどもたちから

募集した恐竜の絵を展示します．
2 恐竜Q＆A

よく質問される恐竜の疑問にお答えし
ます．
3 ちびっこ恐竜来る

新発見のカマラサウルスの幼体（ちび
っこ恐竜）を世界初公開します．一部の
骨は大人の化石と比較展示します．
4 ちびっこ恐竜の時代

ちびっこ恐竜の時代・ジュラ紀後期に
いた様々な恐竜たちを紹介します．
5 ちびっこ恐竜とワニ

ジュラ紀後期のワニ・ゴニオフォリス
類の全身骨格を展示します．また，化石
ワニ数種も展示し，ワニの進化について
も紹介します．
6 いろいろなちびっこ恐竜と卵

300種以上知られている恐竜のうち，
こどもの骨格や卵の種類が確認されたも
のの一部をレプリカなどで展示します．
また国内外の研究機関の協力により，恐
竜のこどもや卵に関する最近の研究状況
についても紹介します．
7 卵のいろいろ

私たちにもなじみ深い「卵」．ここで
は卵にかくされたさまざまな秘密を紹介
します．
8 今もいる恐竜のなかまたち

今生きている，いろいろな爬虫類，そ
して鳥類を中心に様々な標本を展示しま
す．
9 化石で見つかるちびっこたち
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写真1．カマラサウルスの子供の全身骨格

写真2．トゥオジアンゴサウルスの全身骨格

写真3．ヒプセロサウルス？の卵

写真4．ガリミムスの幼体の全身骨格

写真5．エピオルニスの卵



化石で見つかっているいろいろなこど
も（幼生や胎児）を紹介します．
10 恐竜を掘り出す！！
恐竜やいろいろな化石をどうやって見
つけ，掘り出すか．そしてそれをどうや
って博物館などに組み立てるか，写真を
中心に展示します．

展示物：展示資料点数　約120点（予定）．
（主なもの）

カマラサウルス幼体の全身骨格，成体の
頭部化石（一部），マメンキサウルスの全
身骨格，トゥオジアンゴサウルスの全身骨
格，ゴニオフォリス類（ワニの仲間）の全
身骨格，ハドロサウルス類幼体の全身骨格，
テリジノサウルス類の胚の一部，ガリミム
ス幼体の全身骨格，マイアサウラ幼体の全
身骨格，エピオルニスの卵，モニターリザ
ードの全身骨格，エミューの全身骨格

関連行事：

自然教室「化石のレプリカを作ろう」
日　時：4月29日（土，みどりの日）午後
2時～4時
会　場：群馬県立自然史博物館　実験室
要電話申込，先着30名．参加費100円．

（高桑祐司）
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日高山脈地質くらぶ「千栄（ちさか）
の家」立ち上げのお知らせと運営資
金カンパのお願い

1999年，日高山脈地質研究グループ（代表：樋掛鉄也（アース
サイエンス（株））が日高山脈館オープンにあわせて結成されました．
このグループの宿泊拠点が通称『千栄の家』でした．
千栄の家は代表樋掛氏の以下のような考え；
「資金的に苦しい学生・院生達への援助（宿の提供）」
「学生同士の交流」
「ここでできた輪を生かして日高山脈館をいっしょに盛り立てて
いく」
をもとに，グループ有志数名のカンパで運営されていました．これ
までの利用者（主に若手）は延べ166名にのぼり，絶大なる支持と
感謝をいただいています．残念なことに樋掛氏は99年末に逝去さ
れましたが，その趣旨を引き継ぎ発展させられるよう，今回の提案
の運びとなりました．

2000年度を迎えるにあたり，下記のような活動を考えています．

【名称】日高山脈地質くらぶ「千栄の家」
【顧問（代表）】宮下純夫氏（新潟大学教授）
【事務局】小野昌子（日高山脈館）
【サポーター】各機関（大学，公的研究機関，民間会社など）から
任意に加わってもらい，各組織内での連絡，意見の取りまとめ，
運営や実務などの相談役とする．

【参加者】日高山脈全域および日高町にかかわる地質帯（日高変成
帯，ポロシリオフィオライト，日高帯，イドンナップ帯，蝦夷累
層群，神居古潭変成帯，付近の第三系～第四系まで含む）を調査
している学生，院生，研究者．

【目的】若手研究者の支援，交流の促進など．
【活動】宿泊拠点「千栄の家」の運営を行う．樋掛氏の遺志を受け
継いで，若手が利用しやすいような利用形態を取る．

【場所】日高町千栄．日高町市街地から国道274号線沿いに車で約
10分．

【設備】一戸建て（二軒長屋）で，六畳二間，約八畳のリビング，
約六畳の台所，ユニットバス，トイレ．99年より使用中の一軒
には，カセットコンロ，冷蔵庫，洗濯機，ストーブ，布団などを
装備済み．

【会員外の利用】認める．ただし，くらぶの趣旨を説明した上でで
きるだけ入会してもらう．

【料金】
1． 学生，院生，研究生など基本的に定期収入のない人＝一日 300
円，長期滞在の場合（10日以上）は一月 3,000円．めでたく給料取
りになった暁に一口 10,000円のカンパを寄せてください．
2． 給料取り＝一日 1,000円．ぜひカンパにご協力をお願いします．
【窓口】日高山脈館

オープンな空気の団体を目指します．
そこで皆さんにお願いです．

1． 会員になってください
定期的にニュースレターを流し，くらぶの現状や調査に入って
いる人たちの動向などをお知らせします．
2． 運営資金のカンパにご協力ください．現在は二軒長屋の一軒を
借りていますが，2000年度は隣が空きますので多人数や女性の
利用も考えて2軒借りる予定です．運営費は
1軒103,000円なので2軒で206,000円．
この他装備品，修繕費用などを含め300,000円/年の見込みです

（電気・水道・お風呂・暖房費含む）．
カンパは一口＝一万円から受け付けます．ご一報の上，下記の口
座までお振込み下さい．余剰分は次の年にまわします．
期限を区切りませんのでどうぞ息長くご支援ください．

＜振込先＞
苫小牧信用金庫　日高支店　（普）117494
日高山脈地質くらぶ「千栄の家」 小野昌子

＜連絡先＞
日高山脈館　小野昌子
〒079_2301 北海道沙流郡日高町字日高297_12
電話 & Fax 01457_6_9033
hidaka3@ruby.ocn.ne.jpまたはhmc@town.hidaka.hokkaido.jp



4年に一度開催される国際フィッショント
ラック研究会が，2000年早々の2月6_11日
にオーストラリア・ローンで開催された．ロ
ーンはメルボルンから西に100キロほど離れ
た，南極に続く冷たく美しい海を楽しむため
の小さな街である．第9回目に当たる今回は
22か国から100人を越える参加者があった
が，日本からの参加者はわずか7名にとどま
った．通常は8・9月に行われ，日本からは
10人以上参加する本研究会であるが，南半
球での開催ということで，日本では研究機関，
企業ともにもっとも忙しい時期にあたるこの
季節になってしまったのが原因だと思われ
る．
以下の11のセッションがもたれた．かっ

こ内はConvenorである．またこれとは別に
フィッショントラック（FT）の発見者の一
人でもあるR.M. Walker博士による講演会
（Nuclear tracks in extraterrestrial materials-
From lunar samples to ancient stardust）も行
われた．

Keynote session : Innovations and applica-
tions (A. J.W. Gleadow)
Thermochronology of sedimentary basis
(P. F. Green)
Methodologies and techniques (G. M.
Laslett)
Kinetics and modelling workshop (A. J.
Hurford)
Detrital fission track thermochronology
(P. J. J. Kamp)
(U-Th/He Thermochronology (B. P. Kohn)
Thermochronology of convergent settings
Thermochronology of extensional settings
Landscape evolution (R.W. Brown)
Reconciling geological and thermochrono-
logical evidence
Thermochronology of cratonic settings

今回の研究会で印象的だったのは，以下の
4点である．
1）手法の改良・進化につながる基礎的な

研究が増えた．FT法が一応の完成を見せ，
またそれが資源（主として石油）探査に有用
であったことから，前回，前々回の研究会で
は各地域の地質に関する話題が大半を占め，
研究会の存続意義についての議論にまで発展
しかけていた．ここへきて，よりよい信頼性

の高いデータの必要性が再認識され，いくつ
かのグループが積極的に基礎研究に取り組ん
でいた．これは学問分野として非常に健全な
あり方であり，今後の年代学のさらなる発展
を約束されたような気がした．
2）低温度領域の地質情報の獲得のために，

他手法との連携の試みがなされた．その中で
も（U_Th）/He年代測定を併用した発表が多
く，このふたつの手法を会わせれば300度以
下の熱史について連続的に情報を得ることの
可能性が示された．
3）モデリングの限界について議論された．

「modelling illusion」という言葉が現在の状

況やそれについての考えを端的に表現してい
る．FT法の特徴はデータを逆解析すること
により熱史の構築が可能なことである．熱史
構築のためのモデリングに関する発表が一時
主流を占めたあとは，出来合のソフトウエア
でデータを解析した結果だけを紹介する発表
が増えていた．しかし今回の研究会では得ら
れた熱史の意味（意義）について再考するべ
きだという雰囲気が生まれたいた．このこと
が1）で紹介した基礎実験にたち帰る流れを
生み出すのに大きく貢献したともいえる．
4）諸外国と日本のFT法を取り巻く環境の

違いも目に付いた．諸外国ではFT法は多く
の分野の中でも特に有用な情報を与えるもの
として，石油会社，鉱山会社をはじめとした
多くのスポンサーがついていた．日本は残念
ながらそのような状況になく，私たち専門家

の宣伝・活躍が足りないことが痛感させられ
た．
最後になってしまったが学会の運営には主

としてメルボルン大学の面々（Prof. A. J.W.
Gleadow, Dr. Barry Kohn他のみなさま）が
あたり，ひじょうに心温まる行き届いた研究
会にしてくれた．心からお礼を言いたい．次
回は2004年にヨーロッパ（アムステルダム，
イギリス，ドイツのどこか）で開催される．
そのときいい発表ができるよう，今後も研究
に取り組みたい．
（金沢大学理学部地球学教室 長谷部徳子）

：院生の声

AUSTRALIA, Melbourneから南西へ約
150km，Lorneという町で2000年2月6_11日
に第9回フィッショントラック（FT）年代測
定と熱年代学に関する国際会議が行われまし
た．この会議は4年ごとに開かれていますが，
今回はMelbourne大学のFTグループが主
催・運営を行いました．世界的に見てFT法

がもっとも成功しているのは「堆積盆地にお
ける石油熟成度の評価」であり，80年代終
わりにこの手法確立に非常に大きく貢献した
のがA. J. Gleadow教授・P.Green博士を中心
とするMelbourneグループだと言えます．
膨大な室内段階加熱実験を行いアパタイト中
のFTが，熱アニーリングを起こす温度時間
条件を数式化し，よく調べられた地質環境
（Otway盆地）で得られるデータとのかなり
の整合性が確かめられました．その意味で
FT熱年代学的手法を勉強している小生にと
ってMelbourneや今回巡検で案内していた
だいたOtway盆地は，まさに一度は訪れたい
聖地でありました．
全体的に会議を通して感じたことは，研究

発表の形態がきれいなスライド，パワーポイ
ントによる動画等を用いたものや，大きな1

2
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枚紙に印刷されたポスターが当たり前といっ
たように，人を引きつけるため見た目に工夫
がほどこされているた点です．各セッション
の中で目新しく，おもしろいと感じたものは，
砕屑性ジルコンの単結晶年代分布から，堆積
物を供給した後背地のテクトニクスを推定す
る手法，低閉鎖温度系を持つ（U_Th）/He年
代測定法，さらに熱年代学的手法により見積
もられる地形発達史について地形学的・堆積
学的手法からの比較検討などでした．また
FTの熱アニーリング速度関数について活発
なパネルディスカッションが行われ，エッチ
ング条件，アニーリングの異方性，アパタイ
トの化学組成等を考慮に入れて再検討する必
要が指摘されるとともに，地質環境から制約

を加えていくことの重要性が強調されまし
た．
日本から参加した院生は計4名で，FT熱

年代解析の適用例として美濃・丹波帯の熱史
やジルコン単結晶年代分布について（金沢大
学，渡辺君・星野君），野島断層の受けた熱
履歴について（京都大学・村上君），西南日
本白亜紀花崗岩について（小生）について発
表し，各国のFT研究者と活発な熱い議論を
行いました．
ジルコンについて日本で蓄積された研究

や，壊変定数に関する研究は，驚くほど多く
の研究者が発表の際に引用しており，心強く
思いました．なんと言ってもうれしかったこ
とは，日頃論文を通して以外に接する機会の

少ない海外のFT研究者と話すことができた
ことです．彼らの人柄に触れ，またどんな問
題をどの程度重要と考えているのか等，最新
の情報を直に触れることができ，経験の少な
い院生にとっては，得るものが多くありまし
た．これからも少しでも魅力ある研究を行い，
また世界の若手に負けないようさらなる研究
意欲をそそられました．
参加するに当たり九州大学資源システム工

学科・材料工学科の同窓会に当たる甲寅会よ
り渡航費を援助して頂きました．厚く御礼申
し上げます．
（九州大学工学部地球資源システム工学　

姫野　修）
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☆地質学論集　新刊案内
地質学論集第56号が発行されたので，ご案内致します．ご希望の方は代金を添えてお申し込みください（現金または郵便振替
00140_8_28067）

地質学論集　第56号

古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程
（高木秀雄・武田賢治　編，2000年3月15日発行，253ページ，会員頒価2,900円，院生・学生は2割引で2,320円　送料380円）

この論集には総括的論文6編と各テーマ別論文12編が収録されている．総括的論文のいくつかには，各研究者による日本列島の地
体構造論の異なるモデルが提示されている．一方，各テーマ別論文は，古領家帯と黒瀬川帯に関連のある南部北上帯から肥後帯まで
地域順に配列してあり，最後に領家帯の古期岩類に関する論文が掲載されている．各論文では，年代学，層序学，堆積学，岩石学，
古生物地理学といったさまざま分野からの検討がなされている．本論集は日本列島の地体構造論において重要な問題を提起しており，
この中から新しい世紀に向けて取り組むべき課題を読み取っていただければ何よりである．とくに，若い学生諸君や研究者には興味
を持っていただき，古領家帯と黒瀬川帯という複雑な，しかし日本列島の地体構造論の鍵となるテーマの謎解きにぜひ挑戦していた
だきたい．
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地質学論集第56号「古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程」の29ページ第4図がほかの図と差し変わっていました．正しい図のシールを印刷会社か
らお送り致しますので，お手数ですが下記へ連絡・取り寄せていただき，張り替えていただくよう，よろしくお願い申し上げます．

連絡先：（株）イセブ 担当：志田　電話：0298_51_2515 電子メール：isebu2@intio.or.jp



1999年11月刊　会員頒価3,900円，401
ページ，送料450円　ISSN0385_8545

本論集の基本は，1995_1997年度における
基盤研究A_（1）「本州弧における下部地殻の
形成と進化」代表者加々美寛雄による研究成
果である．主として本州弧における白亜紀か
ら第三紀における珪長質火成岩の起源と時空
変遷をテーマとし，マグマ起源物質としての
下部地殻の性質，珪長質マグマの成因として
のスラブ融解，マグマ溜まりと珪長質火成活
動，などが中心に述べられている．本書の構
成は次のようになっている．
第1部 本州弧に産する白亜紀～第三紀珪

長質火成岩の起源と時空変遷
第2部 起源としての下部地殻とその部分

溶融現象
第3部 スラブメルティング
第4部 マグマ溜まりと珪長質火成活動
第5部 オルドビス紀珪長質火成活動
第6部 ジュラ紀・白亜紀珪長質火成活動
第7部 第三紀珪長質火成活動
第1部は，代表者の加々美らによる論文で，
標題の火成活動に関してこれまで公表された
Rb_Sr全岩アイソクロン年代，Sr，Nd同位
体初生値のデータと，新たに本論集で報告さ
れたものを併せた総括が行われている．そし
て，白亜紀におけるRb-Sr全岩アイソクロン
法によって得られた年代を 135_111 Ma，
110_99Ma，98_90Ma，89_83Ma，82_76Ma，
75_64Maの6期に分けて，白亜紀～第三紀火
成活動の変遷をまとめ，さらにSr，Nd同位
体比初生値から考えられる各地域の下部地殻
物質の推定を行っている．中国地域の後期白
亜紀～古第三紀花崗岩類については，
Kagami et al.（1992，1993）によって，下部
地殻・上部マントル起源のN_zone，下部地
殻の苦鉄質岩起源のS_zone，およびその中
間のT_zoneに分けられ，一部のSr初生値の
高いものについては堆積岩源の領家変成岩の
混入が考えられている．一方で，北上山地の
花崗岩とその延長と考えられる松前岩体の同
位体比はマントル列に載り，西南日本のそれ
とは異なることが明らかにされていた．これ

に対し，本論集では，新たに測定された阿武
隈山地の田人岩体の値は，西南日本の
N_zoneの分布範囲内に収まることが報告さ
れている．足尾帯や阿武隈帯の花崗岩類の同
位体データが増えるに従い，西南日本と棚倉
構造線以東の花崗岩類とは，年代値のみなら
ず，Sr，Nd同位体ともに大きな違いのある
ことがいえる．しかし，西南日本に比べて
Ndデータが少ない東北日本では，氷上花崗
岩などオルドビス紀花崗岩類も含めて研究を
進める必要があろう．なお，西南日本におい
ても，120Ma，ならびに100Ma前後の年代
の花崗岩類が中部九州，山口県東部，近畿地
方西部，伊那領家帯などに見られるのは注目
に値する．
第2部では，日高変成帯のグラニュライト

包有物（志村ら），島根県益田地域の部分融
解ガラスを含む片麻岩（沢田・高須），およ
び北九州火山岩中の苦鉄質グラニュライトの
Sr，Nd同位体比（加々美ら）など，下部地
殻起源変成岩からの情報が報告されている．
第3部では，すべて土谷信高を中心とした

グループによるもので，北上山地における古
第三紀浄土ケ浜流紋岩，前期白亜紀金華山花
崗岩類，前期白亜紀の深成活動に先行する岩
脈類の性質を取り上げ，これらの多くのもの
はスラブ融解によるアダカイト質のマグマか
ら形成されたことを示している．これらの研
究から，白亜紀前後の海嶺沈み込みの年代の
重要性が指摘される．
第4部では，富士山宝永放出物（藤林ら），

および乗鞍火山列下部におけるマグマ供給系
（Kimura et al.）など，第四紀火山下部にお
ける地殻構造とマグマ溜まりに関する情報が
述べられている．さらに南部北上帯の白亜紀
遠野岩体（西村ら），岡山県新見コールドロ
ン（佐藤ら），ならびに山口県の白亜紀環状
岩脈とコールドロン（武田・今岡）などの研
究から，温度，酸素分圧，形成機構など，古
いマグマ溜まりの性質を扱っている．
第5部のみ，古生代における珪長質マグマ

の活動に関するもので，浅川らによる氷上花
崗岩についての説得力ある年代論である．変
質の程度や試料の採取を吟味してRb_Sr全岩
アイソクロン年代を決定した結果，深所貫入
型の花崗岩類について440.0±13.9Maの年
代と，0.70665±0.00015のSr同位体初生値
を得た．この年代値は，地質学的な証拠（村
田ら，1974；川村，1984）と矛盾しない．
これまでに得られている若い年代は，氷上構
造帯の上昇運動や気仙川花崗岩類の貫入に関
連した若返りを示すとしている．
第6部では，ジュラ紀～白亜紀珪長質火成

活動に関するもので，論文数も最も多く，地
域的にも北海道から九州に至る広い範囲をカ
バーしている．そして新たに，西南北海道，
阿武隈山地の田人岩体，新潟県の岩船岩体に
おけるRb_Srアイソクロン年代ならびにNd
同位体組成比が報告された．すでに報告され
ている松前岩体を除き，西南北海道の同位体
的特徴は北上帯ならびに阿武隈帯の中間の性

格をもち，Sr アイソクロン年代は129.7，
133.7Maと北上帯の花崗岩類とほぼ同じ値を
示すことが報告されている（川野・加々美）．
田人岩体の同位体組成は，これまでに報告さ
れている石川・宮本岩体と同じ下部地殻物質
起源と考えられ，Kagami et al.（1993）の
N_zoneの範囲にある（Tanaka et al.）．加々
島は，岩船岩体の層状構造を持つ試料から
89.5±1.9 MaのRb_Srアイソクロン年代を得
た．金山らは，能登半島のジュラ紀火山_深
成複合岩体の存在を記載している．田結庄ら
は，近畿地方の高Sr同位体初生値を持つ白
亜紀～古第三紀花崗岩類のSr，Nd同位体組
成比を検討し，花崗岩類のなかには古い大陸
地殻起源の影響があるとしている．
新たなデータで興味のあるのは，西南日本

の北端にあたる新潟地域の花崗岩類は時代と
ともにSr初生値が大きくなり，過アルミナ
スの傾向を示すこと（Rezanov et al.），飯
豊・朝日，筑波などを含む足尾帯の花崗岩類
には，広い地域にわたり高いSr初生値と低
いεNd初生値を持ち，古い大陸を起源とす
る同位体的証拠がある（川野ら）という結論
である．従来から西南日本には古い大陸起源
の影響が考えられていたが，今回のデータと
合わせると，日本列島にはかなり広く古い大
陸地殻が下部に存在することになる．柚原ら
は，山口県の土生花崗閃緑岩のRb-Sr，K-Ar，
FT年代，ならびにCHIME年代の不一致から，
冷却過程の変化を説明した．井川らは，山口
県，白亜紀石洞ケ岳文象斑岩，随伴流紋岩の
記載岩石学と，Sr，Nd同位体比から，前者
は山陽帯に帰属し，後者はマグマ溜まり上部
で基盤岩類を同化したことを報告した．大和
田らは，中部～北部九州の白亜紀花崗岩類の
Rb_Srアイソクロン年代とK_Ar年代，なら
びにSr，Nd同位体組成比から，朝鮮半島の
Kyeongsang basinの花崗岩類との対比を行
った．
第7部では，東北日本弧の脊梁地域と背弧

側の2つの第三紀花崗岩類についてSr，Nd
同位体組成比と主成分・微量元素組成の検討
から，前者は同位体的に非枯渇な島弧リソス
フェア性マントルと枯渇的なアセノスフェア
性マントルに由来すること（Shimakura et
al.），島根，山口両県における中期中新世，
古第三紀の火山岩類に関するSr，Nd同位体
組成比の研究から，酸性岩類は玄武岩マグマ
からの結晶分により生じ，玄武岩マグマソー
スにはいくつかあること（Iizumi et al.），宇
部層群中の凝灰岩のFT年代，Sr同位体比
（今岡ら）などの報告がある．
最近の論文を読んでいて気になることは，

蛍光X線による全岩分析が普及したため，
FeO の定量が省略され，FeO＊，または
Fe2O3＊で表現されているものが多く，花崗
岩類における磁鉄鉱系，チタン鉄鉱系，ある
いはfO2を推定するのに重要なFe2O3/FeOの
値が得られないことである．このことは，
C.I.P.Wノルムの計算においても不都合を生
じ，Fe2O3/FeO比を仮定している場合が多
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地質学論集No. 53



い．FeOの分析自体は過マンガン酸カリ滴定
法で行えばそれ程面倒ではないので，できる
だけ行って欲しいものである．しかし，これ
については本論集に限った問題ではないし，
本論集の価値を下げるものではない．
本論集の大きな特徴は，Sr，Nd同位体組

成比ならびにRb_Srアイソクロン年代，蛍光
X線による主成分・微量成分化学組成を用い
て密度の濃い議論を行っていることである．
紹介者がひたすら鉱物を分離し，重量法で分
析を行っていた1970_80年代に比べると，デ
ータの数は圧倒的である．また，同位体的手
法による研究も日本各地に広がっており，日
本列島における火成活動の時空変遷を地殻下
部まで含めて広域的に考察することも可能に
なりつつある．本論集で明らかなように，日
本列島の花崗岩類の主成分・微量成分組成な
らびに同位体比から地殻下部の情報が広域的
に得られてきた．それとともに，従来の中生
代以降のプレート沈み込みと火成活動の変遷
モデルも再検討が迫られつつあるが，全ての
データを矛盾なく説明できるモデルを構築す
ることもまた困難であろう．本論集を90年
代における1つの里程標として，花崗岩岩石
学の専門家のみならず，地質学の各分野の研
究者間で多くの議論を巻き起こすことが必要
である．その意味で，専門分野に関わらず会
員の皆様方に本論集の一読を勧める．一方で，
花崗岩類に伴われる苦鉄質岩，シンプルトニ
ックダイクの起源や帯磁率異方性を用いた貫
入機構についても広く目を向けることによっ
て，花崗岩研究のさらなる発展が期待される．

（蟹澤聰史）

東海大学出版会　1999年12月発行，英
文273ページ，定価10,000円（本体）
ISBN4_486_03143_1

駿河湾は，プレート境界域に位置し，東海
地震の予知や，海底地滑りなどで注目されて
いることは周知の事実である．
本書は，この駿河湾において1960年代か

ら長年にわたり東海大学によって得られてい

Suruga Bay, Japan

Yoshifumi Misawa（三沢良文）

た海洋音響測深記録や音波探査記録などの海
洋地質調査データを集大成し，駿河湾の海洋
地質について考察を加え，英文でとりまとめ
て出版されたものである．
裏表紙には，音波探査記録と海底地形図が

示され，巻頭グラビアには駿河湾周辺の陸上
地形と海底地形を表したカラーの美しい鳥瞰
図が示されている．
本書の著者である三沢良文氏は，東海大学

海洋学部の教員として，2代にわたる「東海
大学丸」および3代にわたる「望星丸」を使
用した数多くの海洋調査航海や実習航海に長
年にわたり参加してきた．特に，同大学の調
査船が駿河湾沿岸の清水港を母港とするた
め，三沢氏は地の利を生かして駿河湾におけ
る膨大な量の海洋調査データを取得してき
た．したがって，本書の著者は，駿河湾に関
する海洋音響測深記録や音波探査記録などの
海洋地質調査データに関して，日本で最も大
量のデータを保有する研究者の一人であると
いえる．第三者から見ると，東海大学のこの
種の膨大な量のデータに関しては，従来スポ
ット的な発表が見受けられるものの，体系的
には公表されてこなかった面が多分にあり，
データが死蔵せずにいつとりまとめられるの
かとの不安もあった．しかし，今回の著者の
尽力により，このような膨大なデータに基づ
く駿河湾の海洋地質の解説書として本書が本
格的に出版された点に特徴がある．
本書の構成は，4つのパートに分かれてお

り，以下にその内容を紹介する．

PART I Features and Research History of

Suruga Bay
Chapter 1 Features of Suruga Bay
Chapter 2 Research history of Suruga Bay
Chapter 3 Summary

PART II Continental Shelf in Suruga Bay
Chapter 4 Submarine topography of the con-

tinental shelf in Suruga Bay
Chapter 5 Results of seismic reflection profil-

ing in the continental shelf in
Suruga Bay

Chapter 6 Geology of coastal plains adjoining
the continental shelf in Suruga
Bay

Chapter 7 Comparison between the results of
the seismic reflection surveys on
the continental shelf and geology
of the alluvial plains around
Suruga Bay

PART III Continental Slope and Trough Areas
in Suruga Bay

Chapter 8 Submarine topography of the con-
tinental slope in Suruga Bay

Chapter 9 Results of the seismic reflection
surveys in the continental slope
and trough areas in Suruga Bay

PART IV Geological Development of Suruga
Bay

Chapter 10 Geological structures of Suruga
Bay

Chapter 11 Results and Conclusions

以上に示すように，本書の内容は，まず駿
河湾の自然の姿と研究史を記載し，大陸棚の
測深や音波探査結果を示しながら第四紀地質
と構造運動に考察を加え，さらに大陸斜面と
南海トラフの測深や音波探査結果と層序・構
造・堆積に関する考察を行い，最後に駿河湾
の地質発達史を論じているものである．
このように，本書では，駿河湾の膨大な量

のデータを体系的にとりまとめ，特に273ペ
ージにも及ぶ英文でとりまとめられている点
で，著者の多大な尽力に敬意を表したい．
今後，新たに駿河湾の海底地質を研究する

研究者や学生にとって，過去のデータと研究
を概観する上で，本書は好適であろう．

（奥田義久）
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ご案内

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

第41回科学技術映像祭表彰
式・入選作品発表会

年間のベスト科学映像を決める科学技術映
像祭の入選15作品を一挙上映する．
今年度最優秀作品（内閣総理大臣賞）は

『草間の宇宙』（栗林自然科学写真研究所）．
この作品は，昆虫写真家として有名な栗林慧
氏が自作の「虫の目レンズ」を用いアリの目
線という初めてのアングルで昆虫たちの世界
を表現した作品．同氏は92年日本写真協会
年度賞受賞など賞歴多数．NHK「生き物地
球紀行」の撮影も担当している．
他に教育，科学技術，医学，学術研究，ポ

ピュラーサイエンスの5部門から科学技術庁
長官賞14作品が決定している．
なお入選作品の一部は日本科学技術振興財

団の映像ライブラリーで貸出も行っている．

日　程：4月20（木）・21日（金）入場無料，
要申込（当日可）

会　場：科学技術館・サイエンスホール（千
代田区北の丸公園2_1）

交　通：地下鉄竹橋駅・九段下駅徒歩7分
問い合わせ先：日本科学技術振興財団・振興
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部　電話03_3212_2454
URL http://ppd.Jsf.or.jp/shinko/pro/s-m/
index.htm

日　時：平成12年4月25日（火）13 : 00～
17 : 20

会　場：鹿島KIビル地下大会議室　東京都
港区赤坂6_5_30（電話 03_5561_2111）

主　催：社団法人　日本工学会
共　催：日本工学会正会員102学協会
幹事学会：計測自動制御学会/地盤工学会/
電子情報通信学会/日本舶用機関学会/日
本溶接協会/表面技術協
会　費：3,000円

―プログラム―

総合司会　日本工学会理事　平山善吉
開会挨拶　13 : 00～13 : 10

日本工学会会長　大橋秀雄
テーマ「学協会が社会に果たす役割」
基調講演　13 : 10～13 : 35
21世紀に向かって科学技術関連学協会に
望む　通商産業省機械情報産業局審議官

吉海正憲
基調講演　13 : 35～14 : 00
21世紀に向かって科学技術関連学協会に
望む　文部省　　　　　　　　　　未定

―休　憩―
講演（1）14 : 10～14 : 35
学協会はいかに国際化に取り組むか

学位授与機構長　木村　孟
講演（2）14 : 35～15 : 10
特定公益学術法人の創設を目指して
東京大学生産技術研究所教授　木内　學

講演（3）15 : 10～15 : 35
学協会の大同団結を望む

三菱化学（株）顧問　小野田武
―休　憩―

自由討論　15 : 40～16 : 20
司会　　　　　日本工学会理事　伊藤　諠
前記講演に対する質問・意見を求める．
閉会挨拶　日本工学会副会長　　　佐々木元
懇親会
18 : 00～19 : 30
会　場：鹿島KIビル　2階“ラウンジ”
会　費：7,000円（当日持参）

参加申込み
参加費：3,000円
参加申込：往復ハガキに氏名・勤務先・同住
所・同電話番号・所属学協会名・会員番号
を明記した上，返信ハガキ表に通信先住
所・氏名を必ず明記しお申し込み下さい．
（Faxでの申込みは受付けません）
懇親会：懇親会参加希望の方は，その旨ハガ
キに明記して下さい．
申込期限：平成12年4月12日（木）

第13回　学協会共通問題に
関する討論会

申込先：〒107_0052 東京都港区赤坂9_6_41
社団法人日本工学会「学協会共通問題討論会」
係宛
参加証：会場地図を入れた参加証（返信ハガ
キ）をお送りいたしますので当日ご持参下
さい．
社団法人　日本工学会
電話 03_3475_4621 Fax 03_3403_1738

放散虫研究集会は第1回が1981年に大阪で
開催されて以来，数年ごとに開かれてきまし
た．第1回集会からほぼ20年が経過し，この
間日本の放散虫研究は飛躍的に発展すると共
に，日本や海外における変動帯の地質研究，
古海洋学などで重要な役割を果たしていま
す．これまでの研究集会の成果も6冊の論文
集にまとめられ，各論文の成果は日本のみな
らず，海外の研究にも多数引用されてきまし
た．前回，1997年に新潟大学で開かれた第6
回放散虫研究集会の論文集も，大阪微化石研
究会特別号第11号として発刊されています．
放散虫研究集会の論文集は，大阪微化石研究
会（NOM）のホームページ（http : //www.
sci.osaka-cu.ac.jp/̃geos/geo6/nommain.
htm）で紹介されています．
今回の放散虫研究集会は再び関西地区へ戻

り，兵庫県立人と自然の博物館で開催いたし
ます．この集会はまた，9月にアメリカで開
催されるInterRad 9（http://www.mines.unr.
edu/geology/grad/paulahome/INTERRAD.h
tml）に向けて，国内の研究者の間で情報交
換をするねらいもあります．
第7回放散虫研究集会についての詳細は以

下の世話人にお問い合わせ下さい．

期　日：2000年（平成12年）6月3日（土），
4日（日）

場　所：兵庫県立人と自然の博物館（姫路工
業大学自然・環境科学研究所）
兵庫県三田市

交　通：神戸電鉄フラワータウン駅下車すぐ
世話人：
竹村厚司　〒673_1494 兵庫県加東郡社町
下久米942_1
兵庫教育大学自然系．E-mail : takemura@
sci.hyogo-u.ac.jp，
電話 0795_44_2206，Fax 0795_44_2189．
古谷　裕　〒669_1546 兵庫県三田市弥生
が丘6丁目　
兵庫県立人と自然の博物館/姫路工業大学
自然・環境科学研究所．
E-mail : furutani@nat-museum.sanda.hyogo.
jp，電話 0795_59_2001，Fax 0795_59_2007

（竹村厚司・古谷　裕）

第7回放散虫研究集会
―JRS2000―開催のお知らせ

下記の要領で，地質学史懇話会例会を開催
いたしますので，お知らせいたします．

日　時：6月17日（土）午後1時半_5時
場　所：北とぴあ808号室

（北区王子　JR京浜東北線王子駅下
車2分）

演　題：
大沢真澄　江戸時代の鉱物コレクション
大森昌衛　故藤本治義教授の地質学と地学
教育
大久保雅弘　コーベルの生涯
参加を希望の方は直接会場ヘお越しくださ

い．例会終了後懇親会を予定しています．
（鈴木尉元）

世界地熱会議は5年に一度開催される地熱
分野における最大の国際会議です．2000年5
月から6月にかけて九州地域および東北地域
で開催される西暦 2000 年世界地熱会議
（WGC2000）はアジア地域での最初の会議で
あり，我が国の地熱関係機関，団体などが総
力を挙げて取り組んでいます．（約60か国か
ら680件以上もの論文が集まっています）
WGC2000は参加者が地熱開発に関する最

新の理論，技術を学ぶ場であるだけでなく，
エネルギー政策や経済性，環境的・社会的側
面など幅広い分野にわたり，世界中の関係者
との交流を広げ，メッセージを発信する絶好
の機会でもあります．

主　催：国際地熱協会（IGA）西暦2000年世
界地熱会議国内組織委員会（JOC)

期　間：2000年 5月 28日（日）～6月10日
（土）

参加者：約1,500人（約70か国）
開催地：前半　別府市（九州地域）

後半　盛岡市，鹿角市およびその周
辺（東北地域）

主会場：前半　ビーコンプラザ（別府市）
前半　アピオ（盛岡市郊外）

参加料金：登録料
3月31日まで：一般登録者 50,000円，同
伴者 10,000円
4月1日以降：60,000円，同伴者 12,000円

＊JOC会員以外の方は別途登録手数料3,000
円が必要です．
詳細は公式ホームページhttp ://www.wgc.

or.jpをご覧ください．
問い合わせ先：WGC2000国内組織委員会事
務局（JOC)
電話 03_3987_5793 Fax 03_3987_5796
E-mail : info@wgc.or.jp

WGC2000開催のお知らせ

地質学史懇話会例会のお知ら
せ
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教官公募等の求人のニュース原
稿につきましては，採用結果をお
知らせいただけますようお願い致
します．

このたび本研究科では下記要領により教官
を公募いたします．つきましては，適任者の
ご推薦，関係各位への周知方をお願い申し上
げます．

記
公募職名・人員：助教授1名
所属：京都大学大学院人間・環境学研究科

人間・環境学専攻　自然環境論講座
専門分野：地球環境物質科学
広い意味での地球環境物質科学を意味す

る．即ち，岩石学，鉱物学，資源鉱床学など
の物質を直接取り扱う分野，または物質を用
いて地球環境の進化，変遷などを研究する年
代学，古地磁気学などに準ずる地球科学諸分
野，地球環境学への展開に意欲の有る方が望
ましい．
担当授業科目：　　　
本研究科において，以下の授業を担当し，

博士前期課程・後期課程の指導教官として，
研究指導，演習，実習にあたる．
博士前期課程　地球環境物質科学に関する

講義，同演習および実験
博士後期課程　同講義I，II 同特別演習
その他に，以下の授業などを担当する．
全学共通科目として地球科学分野の講義と
「地球科学入門」講義
着任時期：平成12年10月1日以降のできる
だけ早い時点
応募資格：博士の学位を有すること
平成12年10月1日現在で30歳以上45歳以
下の方　
提出書類：
（1） 履歴書
（2）研究業績一覧（論文掲載雑誌頁まで表

記のこと）
（3）研究歴・研究内容の特色などの概要説

明（2,000字程度）
（4）主要論文の別刷り5編（コピーも可）
公募締切：平成12年5月1日
送付先：
〒606_8501 京都市左京区吉田二本松町
京都大学大学院人間・環境学研究科　研究
科長宛
ただし，書類を入れた封筒の表に「第17

講座助教授　応募書類在中」と朱書きし書留
郵便で送付のこと
問い合わせ先：京都大学大学院人間・環境学
研究科　総務係

京都大学大学院人間・環境
学研究科の教官の公募につ
いて

電話 075_753_6533 Fax 075_753_2957
募集分野についての問い合わせ先：物質環境
解析論研究室
電話 075_753_2918 Fax 075_753_2919
＊なお，提出書類については返却しません．

採用予定人員：研究員1名
募集分野：地球科学
応募資格：次の各事項に該当し，環境に関す
る分野で研究上の能力があると認められる
者で，地方公務員法第16条に規定する欠
格事項に該当しない者
1） 地球科学につき専門的知識を有し，大
学院修士課程修了以上の学位もしくはこ
れに相当する業績を有する者
2） 次のいずれかの研究実績のある者
・本州中央部の新生界についての地球科
学的な研究成果
・微化石を用いた環境変遷史の研究成果
・湖沼等の堆積物を対象とした環境変遷
史の研究成果

提出書類：
1） 履歴書（様式あり，書類送付先に請求
すること）
2） 教育研究業績書（著書，学術論文，そ
の他，なお論文については査読のある雑
誌に掲載されたものと，それ以外のもの
に分けて記載すること）（様式あり，書
類送付先に請求すること）
3） 学位，学歴を証明する書類（博士，修
士，学士）
4） 戸籍抄本
5） 写真（3×4cm）
6） 研究業績の概要（A4用紙1枚程度）
7） 今後の研究計画および抱負（A4用紙1
枚程度）
8） 主要論文の別刷（コピ－可）3編以内
書類提出締め切り：平成12年5月10日（必
着）
採用時期：採用内定後なるべく早い時期
書類送付先：
〒403_0005 山梨県富士吉田市上吉田字剣
丸尾5597_1 山梨県環境科学研究所総務課
（郵送の場合は書留とする）
問い合わせ先：山梨県環境科学研究所総務課
（電話0555_72_6211）

職種・人員：地球惑星進化科学講座　教授
1名
専攻分野：「堆積岩に関する地球科学」（古環
境，バイオマーカー，生物学的地球化学な
どに関する分野）
着任予定時期：2001年4月

北海道大学大学院理学研究
科地球惑星科学専攻教授公
募のお知らせ

山梨県環境科学研究所研究
員募集

応募書類：
イ）履歴書（内外の学会活動，受賞歴，参加

しているプロジェクト研究歴，各種研究
費受領歴，学位審査履歴（主査・副査の
ほか実質的指導を含む），非常勤講師の
経歴，公的機関の委員の履歴なども記載
すること）

ロ）これまでの研究経過（2,000字程度）
ハ）研究業績目録（査読の有無を区別した原
著論文，著書，総説，報告などに分けて
記載すること）

ニ）主な原著論文別刷または著書　10篇
（複写可）

ホ）今後の教育・研究の計画・抱負（2,000
字程度）

応募締め切り：2000年6月9日（金）必着
封筒の表に「教官公募関係」と明示し，

簡易書留にて郵送すること．
書類の送付及び問い合わせ先：
〒060_0810 札幌市北区北10条西8丁目
北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学
専攻　小笹隆司　
電話：011_706_3587（ダイアル・イン)
ファックス：011_746_0394
電子メール：kozasa@ep.sci.hokudai.ac.jp

公募人員：助手1名
所属：地圏環境科学専攻，地球環境変遷学講
座
専門分野：地球化学・堆積学・古生物学など
で用いられる手段を駆使して古環境解析を
目指す方
年齢：35歳以下が望ましい
提出書類：
（1）履歴書
（2）研究業績リスト（原著論文，総説，そ

の他）
（3）主要論文の別刷またはコピー（3編）
（4）これまでの研究概要と今後の抱負

（2,000字以内）
（5）応募者について御意見を求めることの

できる方2名の氏名，所属，連絡先
応募期間：平成12年6月12日（月）必着
着任時期：できるかぎり早い時期
書類送付先：〒060_0810 札幌市北区北10条
西5丁目
北海道大学大学院地球環境科学研究科　地
圏環境科学専攻　南川雅男宛
（応募書類と朱筆し，簡易書留で送付する
こと）
当該講座教官：
教　授：大場忠道（180と13Cによる古環

境復元）
教　授：南川雅男（有機・同位体地球化学

による古環境復元）
助教授：長谷川四郎（底生有孔虫による古

北海道大学大学院地球環境
科学研究科の教官の公募に
ついて

公募
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日本地質学会に寄せられ
た候補者の推薦依頼をご
案内いたします．推薦ご
希望の方は締切日半月前
までに，執行委員会まで
お申し込み下さい．

平成12年度東レ科学技術賞
および東レ科学技術研究助
成候補者推薦について
・東レ科学技術賞（概要）
I ．候補者の対象……貴学協会に関する分

野で，下記に該当するもの
（1）学術上の業績が顕著なもの
（2）学術上重要な発見をしたもの
（3）重要な発明をして，その効果が大きい

もの
（4）技術上重要な問題を解決して．技術の

進歩に大きく貢献したもの
2． 科学技術賞……2件前後．1件につき，
賞状，金メダルおよび，金500万円
3． 候補者推薦件数……1学協会から2件以
内
4． 推薦締切期日……平成12年10月10日
（火）弊会必着

II． 東レ科学技術研究助成（概要）
1． 候補者の対象……貴学協会に関する分野

で国内の研究機関において基礎的な研究に
従事し，今後の研究の成果が科学技術の進
歩，発展に貢献するところが大きいと考え
られる独創的，萌芽的研究を行っている若
手研究者
2． 研究助成金……総額1億3千万円．1件3
千万円程度まで10件程度．
3． 候補者推薦件数……1学協会から2件以
内
4． 推薦締め切り日……平成12年10月10日
（火）弊会必着

なお，平成12年度の候補者推薦要領と推
薦書用紙は，6月頃送られてきます．

各賞・
研究助成

環境復元）
助教授：公募中

助　手：本公募
問い合わせ先：南川雅男

電話：011_706_2234，Fax：011_706_4867
電子メール：mas@ees.hokudai.ac.jp

勝井義雄会員（北海道大学名誉教授）は，チリ共和国の地質科学の
進歩に著しく貢献したことにより，チリ地質学会（Soc i edad
Geologica de Chile）の名誉会員（Miembro Honorario）に推挙され，
1999年11月11日にチリ大学で開催されたチリ地質学会のセレモニー
の席で，L. Aguirre会長から名誉会員のディプロマを授与されまし
た．
スペイン語で書かれている賞状の訳は次の通りです．

チリ地質学会名誉会員　
この栄誉をチリの地質科学の進歩に著しく貢献した日本の科学

者，勝井義雄博士に与える．

なお，L. Aguirre会長は，1974年3月から1975年9月までの18か月
間，JICAの招聘で岩石学者として北海道大学に滞在されたことから，
ご存じの会員も少なくないことと思います．

秋山雅彦（札幌学院大学社会情報学部）

勝井義雄会員（北海道大学名誉教授）チリ地質学会の名誉会員に推挙される

チリ地質学会会長L. Aguirre教授（左）と勝井義雄会員
（中央）．名誉会員証授与式あとのスナップ．1999年11
月11日，チリ大学にて．
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アジア各地に発生している砒素汚染地下水
による，健康障害者の救済をすすめている
NGO「アジア砒素ネットワーク（AAN）」に，
第1回朝日「明日への環境賞」が，2000年3
月8日に贈呈された．この賞は，朝日新聞創
刊120周年を記念して創設されたもので，環
境問題の解明に功績のあった団体を対象とし
ており，学術関係の「朝日賞」に相当するも
のである．AANの活動に対しては，応用地
質研究会（RGAG）・新潟大学・島根大学・
新潟第四紀グループに属する多数の地質学会
会員が，現地調査や室内研究の面で協力して
おり，またAANの会員となっている地質研
究者・技術者もいることから，今回の受賞は，
それらの地質家たちへの受賞の意味もあるの
で，ここに紹介する．
私事にわたって恐縮であるが，朝日新聞社
から「朝日賞」の推薦依頼が紹介者あてにあ
ったので，環境問題に関連する団体でもよろ
しいのか，と確認をとったところ，今回から
「明日への環境賞」が創設されるので，むし
ろ，この賞の候補として推薦して欲しいとの
ことなので，AANを推薦した経緯がある．
今回の場合，応募・推薦された団体・個人・
企業は400件におよび，そのうち環境賞が3
件，農業特別賞および森林文化特別賞のそれ
ぞれに1件が受賞している．この高倍率から
みても，世間一般の環境問題に対する関心の
高さと，受賞がきわめて難関であることを示
している．
以下，推薦文の一部を要約して，AANの

活動状況を紹介しよう．

①活動の内容：

アジア地域における砒素汚染地下水の原因
究明と安全な飲み水の確保
②推薦理由：

世界各地で深刻な地下水の砒素汚染が進行
しており，その水を飲用としている住民のあ
いだに，多数の中毒患者が認められている．
アジア砒素ネットワークは，九州の土呂久鉱
山周辺で発生した砒素汚染による公害患者の
救済に，長年係わってきた関係者を中心に組
織されたNGOで，主にアジア各地での患者
救済を，各専門分野の研究者・技術者の協力
をえて，現地住民とともに市民レベルで推進
しており，その活動は国際的にも大きな評価
を受けている．
③具体的な活動状況：

アジア砒素ネットワーク（AAN）は，
1994年4月の設立以来，中国（内蒙古・新彊
ウイグル・貴州），台湾，フィリピン（ミン
ダナオ島），タイ（ロンピブン村），バングラ
デシュ，インド（西ベンガル州）などの砒素
汚染地域を訪れるとともに，相手側の関係者
を日本に招いて交流を深めるとともに，頻繁
に調査団を現地に派遣してきた．とくに，バ
ングラデシュと内蒙古の地下水砒素汚染地域

では，それぞれパイロット村を決めて，地下
水の汚染状況や，その地下水を飲用としてい
る住民の健康被害の調査，安全な水供給や中
毒患者の治療などを続けてきた．現在は，そ
の成果をパイロット村の周辺に拡大し，多数
のボランティアや各種専門分野の研究者・技
術者たちの応援をえて，安全な飲用水確保を
目標に，現地の関係者や住民と一緒になって，
調査やパイロット事業を実施してきている．
バングラデシュのシャムタ村には，すでに
20回以上にわたって調査団を派遣して，村
落構成・砒素中毒患者の実態・砒素汚染地下
水の原因調査をすすめるとともに，池の水の
濾過装置を設置したり，雨水の簡易貯留装置
の普及を通じ，安全な飲み水の確保につとめ
てきた．さらに患者への投薬，皮膚ガン患者
の手術費用の援助を続けてきた．内蒙古では，
黄河からのカンガイ用水路周辺の汚染されて
いない地下水を，揚水して配水する簡易水道
の布設に成功し，中国のテレビや新聞で報道
され注目をあびてきた．
これらの現地調査に参加した人数は，延べ

200名以上に達している．これらの成果は，
1996年以降，毎年日本国内で開催されたフ
ォーラムで報告され，その詳細はAAN会報
あるいは英文ニュ－スレターで報告されると
ともに，1999年4月には英文の中間報告書と
してまとめられ，国内・国外の関係機関に配
布された．これらの成果については，国際的
には，WHO・UNICEF・世界銀行などから
の問い合わせがあり，国内では，NGOと
ODAとの協力事業の一つの候補として，関
係者の関心が高まってきている．
④活動の発端，経過：
和歌山市で起きたカレー毒物混入事件で知

られるようになった亜砒酸は，強い毒性を持
っており，古くから「毒の王者」と呼ばれて
きている．この亜砒酸は，1920年代から60
年代にかけて，殺虫剤などの原料として日本
の鉱山で生産され，職業病や公害を引きおこ
してきた．その代表例が，宮崎県の土呂久と
松尾の二つの鉱山でおこった砒素中毒事件で
ある．この事件の被害者たちが，健康被害の
代償として訴訟をおこし，20年間にもおよ
ぶ長い裁判のすえ，和解で終幕をおろすこと
になったことは，日本の公害史のうえで，水
俣病およびイタイイタイ病の裁判とともに，
忘れられない事件である．
近年になって，アジア各地で砒素を含む地

下水を飲用したため，多くの砒素中毒患者が
発生している．このことを知った土呂久公害
の被害者たちからの，「おなじ砒素で苦しむ
人たちを救ってほしい」という要望を受けて，
この裁判を支援してきた人々を中心に組織さ
れたのが，「アジア砒素ネットワーク」であ
る．もともと，衛生上不適当な河川や溜池の
水を，そのまま飲用にしてきたことから，そ
れを改善するために，地元政府や国際機関に

よって数多くの井戸が掘られ，その地下水を
飲用にすることによって，問題の解決をみた
と思われたものが，砒素を含有することで，
基本的な再検討をせまられるようになった．
とくにこの事業を推進してきたWHO・
UNICEF・世界銀行などでは，その対策に苦
慮しているのが実状である．また，国際的な
地下水学会であるIAHでも，緊急に解決しな
くてはならぬ課題の一つとしている．
地下水砒素汚染の原因究明とその対策は，

多方面の分野にわたるため，多くの研究者・
専門家の協力を必要とする．この活動の発端
からみて，本拠となる事務局が宮崎という地
方都市にありながら，この問題に関心をもち，
全国に分散している医学・分析化学・地質
学・地下水学・土木工学・社会経済学などの
研究者・技術者・学生たちのボランティア活
動によって支えられているのも，このネット
ワークの特徴ともいえる．
なお，AANへの応用地質研究会をはじめ

とする地質家たちの関与については，参考文
献に詳しいので，それらを参照いただきたい．
また，今年からNGOとODA事業の連携作業
が強化されるが，西部バングラデシュをモデ
ル地域として詳細調査が開始されることにな
っている．この対策調査にも，応用地質研究
会の会員が参加することになっている．これ
らの活動を通じて痛感したことは，地質学へ
の要望はきわめて広範にわたり，かつ総合的
である．要求される専門分野も水文地質学は
言うにおよばず，堆積学・粘土鉱物学・生体
鉱物学・地球化学などにもわたっている．こ
のことからも，最近の地質学会にみられる専
門化の動きは，他分野からの要望に反するも
のと思えてならない．
参考文献：

AAN, RGAG and DOEH-NIPSOM, 1999,
Arsenic Contamination of Groundwater in
Bangladesh, Interim report of the
research at Samata Village. AAN and
RGAG, 90p.

朝日新聞，2000，第1回「明日への環境賞」
受賞者紹介．朝日新聞2000年3月5日記
事．

地学教育と科学運動特別号編集委員会編，
1997，アジア地下水ヒ素汚染問題を考え
る．地団研，122p.

地球科学特集号編集委員会編，2000，地下水
ヒ素汚染問題特集号．地球科学，vol. 54,
no. 2．（印刷中）

工藤周一・寺崎紘一，1998，バングラデシュ
地下水ヒ素汚染問題の解明をめざして―
シャムタ村ヒ素汚染調査報告―．地学教
育と科学運動，no. 30，25_34．

柴崎達雄・吉村尚久，2000，アジア地下水ヒ
素汚染調査―NGOの救援活動と専門家
集団の役割．日本の科学者，vol. 35, no.
3, 32_36．

多数の地質学会会員が協力する「アジア砒素ネットワーク」
第1回朝日新聞社「明日への環境賞」受賞 柴崎達雄（地球科学研究センター）
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☆関東支部

総会と講演会のお知らせ
2000年関東支部総会を下記のとおり開催いたしますので，ご案

内いたします．総会成立には，支部会員の1/30以上の出席（委任
状可）を必要としますので，多数の支部会員のご参加をお願いいた
します．総会に出席できない方は，下記委任状に必要事項を自署に
てご記入のうえ，ファックスあるいは郵送にて送付をお願いいたし
ます（5月8日必着）．
なお当日は，昨年相次いで生じた地震災害に焦点をあてた講演会

を開催いたします．
皆様，奮ってご参加下さいますようお願い申し上げます．

2000年関東支部総会

日　時：2000年5月13日（土）
総　会：14 : 40～15 : 00
講演会：13 : 00～16 : 30
会　場：北トピア
東京都北区王子1_11_1（電話03_5390_1105）
JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分

議　事：1999年度活動報告，同会計報告，2000年度活動方針，そ
の他

その他：参加費は無料です（ただし講演要旨は実費にて販売いたし
ます）．講演会はどなたでも参加でき，申し込みは不要で
す．

プログラム
13 : 00～13 : 10 開会の挨拶　　関東支部長　遠藤　毅
13 : 10～14 : 30 「北アナトリア地震紀行―トルコの地震と活断層」

加藤碵一地質調査所次長

14 : 30～14 : 40 休憩
14 : 40～15 : 00 関東支部総会
15 : 00～16 : 20 「台湾，921集集大地震による地震断層から何を

学ぶか」
太田陽子横浜国立大学名誉教授

16 : 20～16 : 30 閉会の挨拶

送付先：〒101_0032 東京都千代田区岩本町2_8_15 井桁ビル6階
日本地質学会事務局気付　関東支部事務局（Fax 03_5823_1156）

火山灰巡検“榛名火山”
関東支部の火山灰巡検は近年は大磯丘陵で行ってきましたが，今

回は北関東の火山（榛名山）を対象に企画いたしました．奮ってご
参加ください．
なお，前7回行いました大磯丘陵の火山灰巡検につきましては，

この地域の露頭集としてまとめる計画をしております．

開催日：2000年5月26日（金）日帰り
案内者：早川由紀夫群馬大学教育学部助教授　
内　容：榛名二ツ岳の6世紀の噴火およびクロボクとロームの堆

積メカニズム
募集人員：30名
費用：6,000円，学生・院生4,000円（当日徴収します）
集合場所・時間：高崎駅9 : 00（予定）
申し込み方法など，詳細は4月号にてご案内します．
連絡先：日本地質学会関東支部幹事　向山　栄（国際航業（株））
〒102_0085 東京都千代田区6番町_2
電話 03_3288_5924 Fax 03_3262_6150
E-mail : mukosak@kkc.co.jp

巡検のご案内（予告）

支部コーナー

関東支部総会委任状

2000年5月13日（土）開催の日本地質学会関東支部総会に出席できませんので，当日一切の

議決権を　　　　　　　君に（又は，議長に）一任致します．

年　月　日

会員住所

氏　　名

送付先：〒101_0032 東京都千代田区岩本町2_8_15 井桁ビル6階
日本地質学会事務局気付　関東支部事務局（Fax 03_5823_1156）
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☆西日本支部

1999年度第139回例会
日本地質学会西日本支部1999年度第139回例会が，1999年6月20

日（日）佐賀大学大学会館で開催されました．参加者は会員72名，
非会員37名の計109名でした．例会では，支部長講演の他，オーラ
ル24件，ポスター　9件の講演発表がありました．また，例会終了
後，学外で懇親会が開催されました．懇親会の参加者は36名でし
た．
以下にプログラムを付け，報告とさせていただきます．

（日本地質学会西日本支部　事務局）

支部長講演（11 : 20～12 : 00）
化石記録からみた琉球列島の脊椎動物相の起源……大塚裕之（鹿児
島大・理）
オーラル・セッション（午前の部：9 : 00_11 : 15）
【座長：妹尾　護】
1．9 : 00_9 : 15 佐賀県両子山地域における松浦玄武岩類の岩石化
学……石坂岳士＊・角縁　進（佐賀大・文化教育）
2．9 : 15_9 : 30 溶岩流にみられる溶結構造の成因……小林哲夫
（鹿児島大・理）
3．9 : 30_9 : 45 九重火山北麓に分布する松の台岩屑なだれ堆積物
とその残留磁化特性……渡辺一徳＊・横山勝三（熊本大・教
育）・高木秀和
4．9 : 45_10 : 00 雲仙火山南部，湯河内地域の阿蘇―4火砕流堆
積物……田島俊彦＊（長崎市）・竹下　壽（北九州市）
5．10 : 00_10 : 15 英彦山・日田地域の後期新生代火成作用……宮
崎こずえ＊（粕屋高校）・角縁　進（佐賀大・文化教育）・片山一
幸（新宮高校）・英彦山団研グループ

【座長：角縁　進】
6．10 : 15_10 : 30 北西九州のサヌカイト……白木敬一＊・飯田浩
子（山口大・理）・藤元　亮（日本工営）・川上嘉光（新日本グラ
ウト）・山下智広（新日本グラウト）・松本 夫（福岡市）
7．10 : 30_10 : 45 琉球列島のバハアイト質高Mg安山岩……伊藤
純一＊・白木敬一（山口大・理）
8．10 : 45_11 : 00 岡山県南部の白亜紀後期の平行岩脈－K-Ar年
代と岩石学的特徴－……妹尾　護（倉敷芸術科学大・教養）
9．11 : 00_11 : 15 0＜k＜1の変形場でXZ面に沿うコンピーテン
ト層の座屈褶曲―大歩危砂質片岩中の石英脈の褶曲からの情報―
……原　郁夫＊（応用地質株）・塩田次男（徳島大・総合）

オーラル・セッション（午後の部：13 : 30_17 : 15）
【座長：千々和一豊】
10．13 : 30_13 : 45 熊本県緑川ロックフィルダム堤体材―花崗岩質
岩石の風化について……井上奈保美＊・尾崎正陽・磯部博志（熊
本大・理）
11．13 : 45_14 : 00 佐賀県富士町熊の川温泉における地質構造規制
……板井秀典・三好　正（（株）ニチボー）
12．14 : 00_14 : 15 諌早湾調整池および諌早湾堆積物の粒度組成
……近藤　寛＊・東　幹夫（長崎大・教育）・西ノ首英之・合田
政次（長崎大・水産）
13．14:15_14:30 The occurrence of volcanogenic massive sulfide
type deposits, Sepik complex, Central collisional belt, Papua New
Guinea……Henry O.Aufa＊ and M.Nedachi (Kagoshima Univ.)

【座長：下山正一】
14．14 : 30_14 : 45 ベトナム・インドネシアの石炭鉱床と炭田開発
の現況について……千々和一豊（山口大・教育）
15．14 : 45_15 : 00 北海道夕張山地における白亜紀アルビアン・セ
ノマニアン階境界……松本達郎＊（九州大気付）・西田民雄（佐

賀大・文化教育）
16．15 : 00_15 : 15 山中地溝帯白亜系から産出した八代型汽水生二
枚貝フォーナについて……一瀬めぐみ＊（熊本大・大学院）・田
中　均（熊本大・教育）・高橋　努（八千代エンジニアリング）・
宮本隆実（広島大・理）・矢島孝一（埼玉県熊谷市）・川路芳弘
（熊本市立長嶺中学校）
17．15 : 15_15 : 30 佐賀県富士町，雷山南麓の斜面堆積物と埋没樹
木……奥野　充＊（福岡大・理）・長岡信治（長崎大・教育）・西
田民雄（佐賀大・文化教育）・長谷義隆（熊本大・理）・中村俊夫
（名古屋大・年測センター）・水田利穂（富士町林業課）
【座長：坂井　卓】
18．15 : 30_15 : 45 佐賀平野の中・後期海成更新統と沈降速度……
下山正一＊（九州大・理）・日野剛徳（佐賀大）・三浦哲彦（佐賀
大）・岩尾雄四郎（佐賀大・理工）・陶野郁雄（国立環境研）
19．15 : 45_16 : 00 久留米丘陵と耳納山地の構造形成史……木戸道
男（大川高校）
20．16 : 00_16 : 15 チョモランマデタッチメント―ヒマラヤの変成
帯とテーチス堆積帯を画する正断層―について……酒井治孝＊・
澤田　実（九州大・比較社会文化研究科）
21．16 : 15_16 : 30 Forced-regressive clastic sedimentation related
with unroofing of Himalayas and foreland thrusting, in the western
Indo-Burman Miocene basin, Myanmar……キ・キン（九州大・
理）

【座長：酒井治孝】
22．16 : 30_16 : 45 長崎県大島・佐世保地域における西彼杵・相浦
層群間のシークェンス境界の表現様式……坂井　卓（九州大・理）
23．16 : 45_17 : 00 長崎県大瀬戸地域の古第三系の層序の吟味とシ
ークェンス層序……石下洋平＊・坂井　卓（九州大・理）
24．17 : 00_17 : 15 田浦地域の豊西―川口岩石区：層序，堆積相と
砂岩組成の吟味……太田　亨＊・坂井　卓（九州大・理）
ポスター・セッション（展示：10 : 30_15 : 30，説明：12 : 30_

13 : 30）
P1 リュツォ・ホルム湾及びプリンスオラフ海岸に産する花崗岩類
の鉱物化学組成……西　奈保子＊（佐賀大・教育学研究科）・
川野良信（佐賀大・文化教育）

P2 琉球弧に産する中新世深成岩類について……川野良信＊（佐賀
大・文化教育）・加藤祐三（琉球大・理）・柚原雅樹（新潟大・
積雪地域災害研）

P3 漸新統佐世保層群からの炭獣類化石……加藤敬史（倉敷芸術科
学大・教養学部）・大塚裕之（鹿児島大・理）

P4 筑豊地区第三系からの混合層粘土鉱物の産出について……西田
大輔（九州大・比較社会文化）

P5 長崎県西彼杵半島南部の火山岩……宮本光隆＊・白木敬一（山
口大・理）松本 夫・田島俊彦（長崎市）

P6 長崎周辺の新生代火山岩類の岩石学的特徴……角縁　進＊（佐
賀大・文化教育）・田島俊彦（長崎市）

P7 大分県馬上鉱床周辺の火山岩類のK_Ar年代……河村博之＊・
沢井長雄（山口大・理）・板谷徹丸（岡山理大・自然科学研）

P8 沖縄県久米島後期鮮新世火山岩中にみられる石灰質裂罅充填堆
積物（ネプチュニアンダイク）……飯島康夫＊（アイ・エヌ・
エー）・佐野弘好（九州大・理）

P9 ロシア，バイカル湖BDP96コアの花粉分析……長谷義隆＊（熊
本大・理）・加藤志乃（ホープ建設）・河室公康・志知幸治（森
林総研）・三好教夫（岡山理大）・尾田武文・箕浦幸治（東北
大）・高原　光（京都府大）

懇　親　会：18 : 00_20 : 00
会場：「どがん伝」佐賀大正門前店

支部コーナー
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☆西日本支部

1999年度総会および
第140回例会

日本地質学会西日本支部1999年度総会および第140回例会が，
2000年2月13日（日）山口大学大学会館で開催されました．参加
者は会員72名，非会員16名の計88名でした．例会では，オーラル
18件，ポスター14件の講演発表がありました．また，例会終了後，
学外で懇親会が開催されました．懇親会の参加者は35名でした．
以下にプログラムを付け，報告とさせていただきます．

（日本地質学会西日本支部　事務局）

オーラル・セッション（午前の部：10 : 00_11 : 25）
【座長：大和田正明】
1．10 : 00_10 : 20 飛 帯南部，船津せん断帯の地質構造と花崗岩
類……衛藤卓郎＊・加納　隆（山口大・理）
2．10 : 20_10 : 35 佐賀県多久市のサヌカイト……飯田浩子＊・白
木敬一（山口大・理）・松本 夫（福岡市）
3．10 : 35_10 : 55 九州の高マグネシア安山岩……白木敬一＊・宮
本光隆・道繁　薫（山口大・理）・阪口和之（アジア航測）・永尾
隆志（山口大機器分析センター）・松本 夫（福岡市）

【座長：宮田雄一郎】
4．10 : 55_11 : 10 大隅プルトンの堆積岩ゼノリスの産状……山本
温彦＊・徳留　亮（鹿児島大・理）
5．11 : 10_11 : 25 湯ノ華の鉱物学的研究I……寺山亜沙実＊・棟
上俊二・上野禎一（福教大）
11 : 30_12 : 00 総　会
オーラル・セッション（午後の部：14 : 00_17 : 30）
【座長：鈴木茂之】
6．14 : 00_14 : 15 別府―島原地溝に関する新知見……大塚裕之
＊・上野宏共（鹿児島大・理）
7．14 : 15_14 : 30 北九州市小倉南区より産出したフズリナ化石に
ついて……太田泰弘（北九州市立自然史博物館）
8．14 : 30_14 : 45 佐賀県北方町の地下で確認された相地層群厳木
層より下位の夾炭層について……鮎沢　潤（福岡大・理）・西田
民雄＊（佐賀大・文化教育）・古川俊太郎（元地調）
9．14 : 45_15 : 00 熊本県氷川流域の中～上部ペルム系球磨層の石
灰岩について……藤井さとみ＊・永井勝也・佐野弘好（九州大・
地惑）
10．15 : 00_15 : 15 熊本県球磨川流域の秩父累帯南帯と仏像構造線
の再検討……尾上哲治＊・田中　均（熊本大・教育）

【座長：酒井治孝】
11．15 : 15_15 : 30 宮崎～日南地域における過去12.5万年間の地殻
上下変動について……長谷川　真＊（九州大・理）・小松貴史
（山口大・理）・下山正一（九州大・理）・磯　望（西南大・文）
12．15 : 30_15 : 45 宮崎平野の中上部更新統層序─通山浜層問題の
現状と今後の展開について─……小松貴史＊・宮田雄一郎（山口
大・理）・下山正一（九州大・理）・竹村恵二（京都大・理）
13．15 : 45_16 : 00 琉球石灰岩空洞の探査と構造解析……古川博
恭＊・小野山裕治・姜　　君（昭和地下工業）・仲村　剛（沖縄
県庁）
14．16 : 00_16 : 15 山口・島根県沿岸部および海域における更新世
“都野津層群”……岡本和夫（広島市）
15．16 : 15_16 : 30 岡山県備中町平川の地盤陥没について……沖村
雄二＊・片山正彦・黒田正男（地球科学教育研究会）

【座長：田中　均】

16．16 : 30_16 : 45 中国遼寧省北票周辺の陸成ジュラ系・白亜系の
堆積環境……鈴木茂之（岡山大・理）・陳　丕基（南京地質古生
物研究所）
17．16 : 45_17 : 00 カトマンズ盆地堆積物最上部に記録された過去
30万年の古気候変動……藤井理恵＊・酒井治孝・桑原義博（九
州大大学院・比較社会文化研究科）
18．17 : 00_17 : 15 バイカル湖BDP_98コア深度500～600mの花粉
分析……牧　武志＊・長谷義隆・赤井菜月（熊大・理）・河室公
康・志知幸治（森林総研）・三好教夫（岡山理大）・尾田武文（東
北大）・高原　光（京都府立大）

ポスター・セッション（展示：11 : 00_15 : 00，説明：13 : 00_14 : 00）
P1 北部九州糸島花崗閃緑岩体のマグマ混合……岩切輝行＊・山

本温彦（鹿児島大・理）
P2 鹿児島県甑島列島の新第三紀火成活動……西谷正史＊・山本

温彦（鹿児島大・理）
P3 熊本平野，後期更新世～完新世珪藻化石群集の推移と環境変

遷……中原功一朗＊・長谷義隆（熊本大・理）
P4 中規模断層周辺プロセスゾーンのキャラクラリゼーション―

島根県南西部臼木谷断層の解析……白石健太郎（山口大・理）
P5 長門構造帯三隅地域に見られる断層岩類について……大嶋章

浩（山口大・理）
P6 山口県中部の重力異常……割ヶ谷隆志（山口大・理）
P7 岡山県鏡野町に分布する中新統勝田層群の堆積史……岡　淳

一＊・鈴木茂之（岡山大・理）・藤原貴生（吉井町竜天天文
台）

P8 岡山県奈義町に分布する中新統勝田層群の堆積環境……東
裕行＊・鈴木茂之（岡山大・理）・藤原貴生（吉井町竜天天文
台）

P9 岡山県御津町の舞鶴帯ペルム系・三畳系の層序と産出化石
……宇和田英人＊・鈴木茂之（岡山大・理）・中澤圭二

P10 京都府宇治田原町に分布する丹波層群の変形時変成作用……
三上禎次＊・鈴木茂之（岡山大・理）

P11 岡山県西部に分布する“山砂利層”とそれによる当時の河川
流路復元……櫻木純和＊・鈴木茂之（岡山大・理）

P12 岡山平野の沖積層の層序……松本　圭＊・鈴木茂之（岡山
大・理）

P13 九州の白亜紀花崗岩類の成因……亀井淳志＊・大和田正明
（山口大・理）

P14 古カトマンズ湖の縁辺相，ルクンドール層の堆積システム
……酒井治孝＊・藤井理恵・桑原義博（九州大大学院・比較
社会文化研究科）

懇親会　：18 : 00_20 : 00
会場：おかめ茶屋

総会における主な報告事項および審議事項は以下のとおりです．
（1）行　　事
第139回例会
1999年6月20日　佐賀大学大学会館
講演　特別講演　1件，オーラル　24件，ポスター　9件
参加者　会員72名　　非会員　37名　　　計　109名
懇親会　36名

第140回例会および総会
2000年2月13日　山口大学大学会館
講演　オーラル　18件，ポスター　　14件
参加者　会員　72名　　非会員　16名　　　計　88名
懇親会　　35名

（2）会報発行
第115号 第139回例会記事（1999年7月）

支部コーナー
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第116号 第140回例会及び1999年度総会記事（2000年3月発行
予定）

（3） 2000年度行事予定について
（1）関西支部との合同例会：2000年秋　鳥取大学教育学部
（2） 2000年度総会・142回例会：2001年2月　熊本大学

（4） 2000年度会報発行予定について
第117号　第141回例会（合同例会）記事（2000年11月）
第118号　第142回例会及び2000年度総会記事（2001年3月）
（5） 2000年度役員について
下記の案が提案され，了承された．
2000年度役員案
支 部 長：西村祐二郎（山口大・理）（新任）
幹　　事：佐野弘好（九州大・理）（留任）

長谷義隆（熊本大・理）（留任）
西田民雄（佐賀大・文化教育）（再任）
宮本隆実（広島大・理）（新任）

企画委員：松田博貴（熊本大・理）（新任）事務局庶務担当
秋元和実（熊本大・理）（新任）事務局会計担当
山縣　毅（九州大・比文）（留任）
狩野彰宏（広島大・理）（留任）
宮田雄一郎（山口大・理）（留任）
山哲男（福岡大・理）（留任）

山本温彦（鹿児島大・理）（留任）
妹尾　護（倉敷芸術科学大・教養）（留任）

（6）名誉会員の推薦について
役員会から濡木輝一会員（元岡山大学）が推薦され，了承された．

支部コーナー

☆地質学論集　新刊案内
ご希望の方は代金を添えて本会事務局までお申し込み下さい．（現金または郵便振替00140_67）なお，複数冊ご希望の方は送料をお問い合

わせ下さい．

地質学論集　第55号

ジュラ紀付加体の起源と形成過程
（木村克己・小嶋　智・佐野弘好・中江　訓編，2000年1月28日発行，221ページ，カラー3ページ，会員頒価2,800円，送料340円）
これまで，1980年代以降今日まで，ジュラ紀付加コンプレックス研究全体を総括する論文集が編集されたことがなく，ジュラ紀付

加コンプレックスの研究の現状や今後の課題，および異なる専門分野間の共通課題が見通しにくい状況にあった．また，これまでの
ジュラ紀付加コンプレックス研究を通じて，付加体地質の基本的特徴として理解されている海洋プレート層序・覆瓦構造・メランジ
ュなどの典型例の存在とその重要性が明らかにされ，放散虫生層序や地層区分の方法などが活発に議論されてきた．そこで，本論集
では，ジュラ紀付加コンプレックス研究を総括し，今後の研究課題をクローズアップするだけでなく，付加体地質学の主要な研究方
法をも示すことを目的として編集されている．
目　　次

付加体地質学：序論……木村克己・中江　訓・小嶋　智・佐野弘好　i_iv
付加体地質学の手法
付加複合体の区分法と付加体地質学における構造層序概念の有効性……中江　訓
付加体研究のツールとしての放散虫……松岡　篤　17_26
K_Ar年代に基づく弱変成付加体の年代学－西南日本におけるジュラ紀-白亜紀初頭付加体の例－……高見美智夫　27_41
付加体層状チャート－化学組成からのアプローチ－……堀　利栄・樋口　靖・藤木　徹　43_59
ジュラ紀付加体の地域地質と広域対比
東アジアのジュラ紀付加コンプレックス……小嶋　智・亀高正男　61_72
西南日本内帯ジュラ紀付加複合体の広域対比……中江　訓　73_98
八溝山地の中生界とユニット区分……指田勝男・堀　常東　99_106
構成岩石の起源
美濃-丹波帯のジュラ紀粗粒堆積物の起源……竹内　誠　107_121
美濃-丹波-足尾テレーンの石炭～ジュラ系海洋性岩石……佐野弘好・小嶋　智　123_144
地質構造と変形過程
美濃帯のメランジュ……脇田浩二　145_163
鈴鹿山脈北部，美濃帯の海洋性岩石の混在……山縣　毅　165_179
丹波帯ジュラ紀付加コンプレックスのスラスト系と運動像……木村克己　181_202
足尾帯白岩地域における葛生コンプレックスのチャート-砕屑岩シーケンスの覆瓦構造……鎌田祥仁　203_222

地質学論集　第54号

タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―
（小笠原憲四郎・近藤康生編，1999年12月27日発行，195ページ＋2ページ，カラー1ページ，会員価格2,900円　送料340円）
目　　次
（総説）
まえがき……小笠原憲四郎・近藤康生　i_ii
化石層の形成過程と古生態学の展開……小笠原憲四郎　1_5
化石密集層の形成様式と堆積シーケンス－化石密集層は堆積シーケンス内でどのように分布するか……安藤寿男・近藤康生　7_28
砕屑物としての貝殻：その堆積学的・層序学的役割……斎藤文紀　29_34
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（堆積シーククエンスの形成と化石密集層の形成）
貝殻密集層のタフォノミー―軟体動物化石と有孔虫化石の複合解析による堆積過程の復元―……能條　歩・鈴木明彦　35_54
海進ラグ堆積物としての貝殻層：上部更新統下総層群木下層の例……村越直美　55_64
古東京湾における貝化石群集のシミレーション……増田富士雄　65_83
（イベント堆積による化石群の形成）
急速埋没によって形成されたセンサス化石群とその認定：内生二枚貝類の「逆転姿勢」をおもな手がかりとして……近藤康生　85_98
貝形虫化石群集のタフォノミー：三浦半島に分布する完新統を例として……入月俊明・藤原　治・布施圭介　99_116
日本の新生代化学合成群集の産状……間嶋隆一　117_129
（タクサを例にした化石層の化石化過程の特質）
アンモノイドの遺骸は浮くか沈むか？……前田晴良　131_140
白亜系御所浦層群の大型巻貝化石Oligoptyxis pyramidaeformisの産状と保存……小松俊文　141_150
現生マングローブ干潟におけるキバウミニナの殻の保存状態と分布……田中秀典・前田晴良　151_160
表生クモヒトデ化石の埋没時の脱出行動と脱出姿勢―現生および中新世キタクシノハクモヒトデを例に―……石田吉明　161_173
堆積速度に影響された貝類化石群：中部更新統下総層群藪層の例……鎌滝孝信　175_183
海成層中の植物化石群集のタフォノミー：常磐地域下部中新統のデルタ堆積物を例として……矢部　淳　185_195
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在，私は地震研究所に所属して高温高圧実験を行っている．
野外調査をメインにやってきた私が実験を行うように至る経

緯には1つの論文との出会いがあった．そもそも研究というものに
は流れがある．私の場合流されっぱなしで，自分がなんのエキスパ
ートなのかすらうまく定義できない．便宜的には専門は変成岩岩石
学とは称しているものの構造地質学も捨てがたい．強いていえば下
部地殻全般の問題に取り組んでいると答えるしかない．それでも，
自分の方針には誤りがないものと信じている．まあこう言っても何
を主張しているか分からないと思うので，私の研究の履歴を軽く述
べる必要があるだろう．
そもそも地球科学の研究に最初に触れたのは静岡大学の増田研究
室であった．右も左も分からない私に増田先生はパキスタン北部に
あるコヒスタンに行ってみないかと誘ったわけである．そして私も
ほいほいじゃあ行ってみますかというわけで行ってみたわけであ
る．考えてみればこのフィールドを与えられなかったら，地球科学
の分野に留まっていたかどうかは定かではないと思えるほど，私に
は自慢のフィールドとなっている．同時にこのフィールドを紹介し
て下さった増田さんには非常に感謝している，で，卒論は増田さん
の専門でもある構造地質学の分野で歪解析をやってまとめた．今考
えるとルーチン的な仕事であまり面白いものではなかった．

論では下部地殻（コヒスタンでは白亜紀の島弧の地殻断面を
見ることができる）の変形構造を2つのステージに分けて島

弧地殻内部変形と大陸衝突時の変形であるとした．この研究は卒論
よりは面白かったが，増田研の全体のトレンドからはずれていたこ
ともあり，また自分の研究者としての自我がまだ芽生えていなかっ
たためにもう一つの印象がある．さて，この時点で折角パキスタン
まで行ったのに論文の一本もパブリッシュしないうちに終わりたく
ないという思いともっと面白いものがあるのでは…という漠然とし
た願望をモチベーションにして進学することにした．とにかく，東
京大学の博士課程後期へ進学してみた．そして，進学して間もない
頃，セミナー発表を構造地質セミナーでやった．私はコヒスタンで
見た下部地殻の流体の通過痕であろうと考えられるベインの写真を
セミナー中何度も紹介した．現在，地調におられる中島善人さんが
その発表後，1つの論文を紹介してくれた．それは，下部地殻の水
に関するレビュー論文で物理探査で得られた地震波構造と電気伝導

修

現 度構造をからめて水の役割を岩石学的な観点から議論した内容であ
った．この内容は限り無い衝撃を私に与えた．この問題は地質学の
観点からでも地球科学全般に貢献できうる仕事に違いないと思った
からである．それからはもっぱら下部地殻における流体に関して研
究しようと試みている．コヒスタンでの研究の結果，固相_流体相
の濡れの特性が下部地殻の流体の分布と移動の支配要因であるとい
う結論にいたり，現在実験にも取り組んでいるわけである．私のそ
の後の研究の流れを決定付けた論文ではあるが，今読んでみると在
り来たりのレビュー論文（似たようなものはその前にも出ていた）
プラスちょっと新しい解釈を加えただけのようにも思える．しかし
当時の不勉強な私には衝撃的であった．下部地殻のラミナ状の地震
波反射面の存在，高電気伝導度異常の問題（当時は下部地殻を対象
に研究しているにも関わらず，そんな問題が存在していることも知
らなかった）が地質学に密接にリンクしているとは，地震は関係な
い，ましてや地球電磁気はなおさら関係ないやと地質学の外を全く
覗き見なかった私にとってはまさに目から鱗が落ちる思いであっ
た．その論文の著者(B.R. Frost)は基本的には下部地殻には水は存
在しない派（Yardleyが中心）の一人で，1989年には下部地殻の電
導性物質として石墨を粒界から発見した張本人であることは後で知
った．今となれば古くてしかも一般的な衝撃度の低い論文だったか
も知れないが，私には重要な論文のうちの1編には違いない．

（地震研・COE研究員　芳野　極）

この関連の研究に興味をお持ちの方には以下の論文を参照するこ
とを薦める
Frost, B.R., Fyfe, W. S., Tazaki, K. and Chan, T., 1989. Grain-bound-
ary graphite in rocks and implications for high electrical conduc-
tivity in the lower crust. Nature, 340, 134_136.
Gough, D. I., 1986. Seismic reflectors, conductivity, water and
stress in the continental crust. Nature, 323, 143_144.

Hyndman, R.D. and Shearer P.M., 1989. Water in the lower conti-
nental crust : Modelling magnetotelluic and seismic reflection
results. Geophys. J.Int., 98, 345_356.
Yardley, B.W.D. and Valley, J.W., 1997. The petrologic case for a
drylower crust. Jour. Geophys. Res., 102, 12173_12185.

院生コーナー

以下の企画原稿を募集しています．（2000年2月号の院生コーナーも参考にしてください）
原稿の書式等（書式についても，御意見をお待ちしています）
企画その1 ＜最先端，重要，衝撃論文の紹介と解説＆議論＞
地質学雑誌の文献の書式によって紹介論文を示し，投稿者による表題，投稿者氏名，所属を記す．図表はなし．文章の長さは自

由，ただし刷り上がり2頁以内．その他，見出しなどは自由．
企画その2 ＜院生による，地質学雑誌およびThe Island Arc（1999年の巻を対象）のベスト論文投票＞
メールまたは葉書にて御投票ください．各論文は始まりの頁数で示し，5つの判断項目，「独自性」「データ」「図表類の質」「モデ

ル」「論理展開および構成」について，優れていると思われる項目を1～5項目選び（複数選択可），○等の印をつける．短い特記事
項の記入も可．投票者の専門分野も，可能であれば御記入ください．その他個人情報（漢字の名前，住所など）はできる限り記入
しないでください．暫定的に締め切りを5月15日としたいと思います．途中経過も報告します．
企画その3 ＜院生<―>社会人，伝言板＞
書式自由です．刷り上がり2頁以内でお願いします．
企画その4 ＜博士論文抄録＆議論＞
基本的に書式は自由ですが以下のような構成を参考にしてください．あくまで参考です．刷り上がり2頁以内は同様です．＜題

名と著者名および所属――問題設定（導入）と方法――結果（何がどこまで明らかにされたか）と考察――特色（独創性）――結
論（論文の重要性）＞
編集担当，郵送物住所〒169_8050 早稲田大学教育学部地球科学教室　
島田耕史，メールアドレス698g5040@mn.waseda.ac.jp

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私が衝撃を受けた論文
“Is water responsible for geophysical anomalies in the deep continental crust? A petrological perspective”

B.R. Frost and K. Bucher, 1994, Tectonophysics, 231, 293_309.
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われわれはまた，戦前派の優れた地質学者を失なうことになった．
舟橋三男先生が1999年12月14日，心筋梗塞のため逝去された．
先生は1911年札幌市に生まれ，1941年北海道帝国大学理学部地

質学鉱物学科を卒業後，第三講座担当の鈴木醇教授のもとで，日高
幌満地域の卒業研究以来，日高帯や神居古潭帯の変成岩の研究を続
け，助手，助教授を経て，1961年鈴木教授の後任として教授にな
られた．
第三講座はもともと鉱床学講座であったが，鈴木先生は三波川帯
や神居古潭帯の変成岩類が御専門で，それにともなうキースラーガ
ーやクローム鉱床の研究もされていたので，講座には鉱床学専攻と
変成岩岩石学専攻の学生がいて，お互いに議論したり，面白い講座
だった．懐の深い包容力のある鈴木先生のもとで，舟橋先生も自由
にこの双方をつなぐ，今様にいえば学際的な研究をなし得たのだと
いえるだろう．
1975年定年退官後も元気に研究を続けられ，その成果は「地球

の成立，その地質発達史」（東海大出版会，1995）という分厚い本
として，壮大な構想を世に問われた．1999年秋腰痛のため入院さ
れたが，3ヶ月後，幽明境を異にされた．ときに88歳，天寿を全う
されたといえよう．
先生はもともと多病蒲柳の質で，そのため大学進学も遅れたとい

うことだった．僕がまだ学生だった1950年前後は，ちょうど日高
研究グループができて意気盛んだったが，先生はひどい喘息に悩ま
されておられ，僕は先生のご自宅の病床に呼ばれ，鉛筆書きの原稿
を渡され，清書を命じられた．それが，戦後の日本地質学会におお
きな反響を呼んだ，故橋本誠二助教授（当時）との共著「日高帯の
地質」（地団研専報no. 6 ）の原稿だった．
日高帯を造山帯の中核と捉え，中生代の地向斜内部の断裂に沿う
塩基性，超塩基性火成活動とそれにともなうミグマタイト化作用と
花崗岩活動の結果，盛り上がって山脈を作り，その隆起が西方にモ
ラッセ堆積物をもたらし，さらに炭田地域の白亜紀や第三紀層の褶
曲断層構造を規定している，という日本におけるアルプス期の造山
運動を総合的に構想したものだった．
変成帯を含めたある地域を造山帯として，その生成発展過程を，

深部構造とその上昇が中生代新生代の上部構造に与える影響とを総
合的に捉えようとした構造的な視点は従来の日本地質学界にはなか
ったもので，戦後，日本地質学界が高揚した時期の，ひとつの流れ

をしめしたものであったといえる．南方で戦病死された先達の大立
目謙一郎氏がいわれたという「十勝平野はアルプスのロンバルジア
平原だよ」という先生の話には感動した記憶がある．
日高帯の研究はその後も続けられたが，先生の興味は浅熱水鉱床
の“脈化”の問題に移り，さらに脈石英のペトロファブリックスと
変成岩のそれとの対比，花崗岩の斜長石の個体発生の問題にまで発
展するのである．
日高変成帯の基本的要素は地殻の断裂運動にはじまり，深部から
上昇する高エネルギー状態と水蒸気であり，一方熱水鉱化作用にお
いても，脈型変質帯→割れ目系構造→上昇する鉱液作用　というプ
ロセスが認められ，それぞれ共通な性格を持っている，と指摘して
いる．このあたりに彼の比較構造論的な思考様式がうかがわれる．
鉱脈や片麻岩の石英のC軸方位測定（ペトロファブリックス）の

結果，隣の粒子とのC軸のなす角度に，双晶関係を含めて，あるき
まった関係のあることを発見した．これを“粒間配置”と名付けた．
ある応力下で再結晶作用が行われると，あるきまった粒間配置が現
れる，というのである．僕の共同研究者が南極大陸氷河氷ボーリン
グコアのアイスファブリックス研究の結果，ある部分では隣あう氷
結晶どうしは一種の双晶関係にあることを発見した．つまり粒間配
置は氷河氷でも見られるのである．
また，花崗岩や片麻岩の1枚の薄片内のすべての斜長石のAn％

や秩序型の分布を調べるという精力的な光学測定の結果次のことが
わかった．プレカンブリアの花崗岩斜長石のAn％の分布はAn22％
を中心に正規曲線となり，秩序型が圧倒的に多い．ところが，時代
が新しいものほど組成変異の範囲がひろがり，いくつかの副極地を
示す複雑な曲線となり，無秩序型が増加する．また，同時代の花崗
岩でも形成された環境や様式によって差異がある．
これらの発見は今後より多くの資料で確認する必要があるだろう
が，古い花崗岩ほど斜長石が安定だという事実は信じ難いほどの話
だ．
以上のような仕事は60年代後半から70年代にかけてのものだが，
このように変成岩や変質岩の組織や再結晶作用などを扱った反応論
的なアプローチは，鉱物相平衡論の圧倒的流行に押されてか，あま
り反響があったとはみえない．しかし，この時期の先生と弟子たち
の研究の先見性と独創性には刮目すべきものがある．
このように，先生は一種天才的な感性の持主であった．初期の日

高造山運動論にはヨ－ロッパのH. Stille，V. Bubnoff，E. Wegmann
などの影響を強く受けていたことが伺われるが，石英組織や斜長石
問題になると，薄片のなかに反応速度現象を量的に捉えようとする
独創的な研究になっていった．
これは，戦後間もなく牛来正夫さん（当時東京教育大助教授）が
発表された，双晶タイプを統計的に処理することによって，花崗岩
の起源を推定する「斜長石双晶法」の優れた思考と響き会うものが
ある．
しかし，こういう独創的な研究者には惜しいことに，後継者が育
ちにくく，研究を記載的にも理論的にも充実深化させることが出来
ずに終った．にもかかわらず，これらの研究の先駆性が失われるこ
とはない．
その後，弟子たちは湊正雄，舟橋三男両先生の指導のもとに，北

上山地のバリスカン造山運動の研究を続けていたが，湊先生は早く
亡くなり，今舟橋先生を失い，弟子たちも学外に去り，戦後「日高
研究グループ」に始まった舟橋研究室を中心とする研究は，ひとつ
の歴史を終り，先生の寂滅とともに，輝かしい半世紀の幕を閉じる
ことになったのである．
往時茫々，歴史とはかくもかなしきものか，感に堪えないものが
ある．
奥様，ご令嬢，ご子息ともそれぞれ独立されてお元気である．
連絡先　〒069_0835 江別市文京台南町30_1

大北直子　様
（木崎甲子郎）

名誉会員 舟橋三男先生を偲ぶ

追　悼
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